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第１節第１節第１節第１節 

 

SaUTa ovac 
AaNaTaaRNa( Sa oPav]JYa Sv*ÖaÅNaPadaNa( Svk-aNa(  ) 
dDMaaE drvr& Taeza& ivzad& XaMaYaiàv         )) 1 )) 

 
スータ ウヴァーチャ 

süta uväca 
 

アーナルターン サ サ ウパヴラッジャ 

änartän sa upavrajya 
 

スヴリッダハーン ジャナ・パダーン スヴァカーン 

svåddhäï jana-padän svakän 
 

ダドフゥマウ ダラヴァランム テーシャーンム 

dadhmau daravaraà teñäà 
 

ヴィシャーダンム シャマヤンー イヴァ 

viñädaà çamayann iva 
 

sütaù uväca—スータ・ゴースヴァーミーが言った; änartän—アーナルターン（ドゥヴ

ァーラカー）として知られる国; saù—主; upavrajya—〜の国境に到着して; svåddhän—非

常に繁栄した; jana-padän—都市; svakän—主の; dadhmau—鳴らした; daravaram—吉兆

な法螺貝（パーンチャジャニャ）; teñäm—彼らの; viñädam—失意; çamayan—やわらげて

いる; iva—見たところ。 
 

スータ・ゴースヴァーミーが言った。「アーナルタス国（ドゥヴァーラカー）という名で

知られる繁栄をきわめた自らの都市の国境に到着した主は、住⺠たちの悲しみをやわらげる

かのように、吉兆な法螺貝を吹き鳴らして帰還を知らせた」 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

人々に愛される主は、クルクシェートラの戦争に加わるため、繁栄をきわめる自分の都市

ドゥヴァーラカーをかなりのあいだ離れて過ごしており、市⺠たちは主との別れの悲しみに

つつまれていました。主が地上に降誕したとき、王の側近のように、永遠な交流者たちも共



に地上に誕生します。そのような交流者は永遠に解放された魂であり、主への深い愛情のた

めに、ほんの一瞬たりとも離れていることに耐えられません。だからこそ、ドゥヴァーラカ

ーの住⺠は失意のなかで主の帰りをいまかいまかと待ちつづけていたのです。ですから、帰

還を知らせる吉兆な法螺貝の音は、⻑いあいだつらい思いをしてきたかれらの気持ちを生き

かえらせました。住⺠たちは主との再会を強く願っていましたから、帰ってきた主をふさわ

しい方法で出迎えたいと思いました。これが、神への自然な愛情の印です。 

 

第２節第２節第２節第２節 

 

Sa oÀk-aXae Davl/aedrae drae 
_PYauå§-MaSYaaDarXaae<aXaaei<aMaa    ) 

daDMaaYaMaaNa" k-rk-ÅSaMPau$e= 
YaQaaBJa%<@e k-l/h&Sa oTSvNa" )) 2 )) 

 
サ ウッチャカーシェー ダハヴァローダロー ダロー 

sa uccakäçe dhavalodaro daro 
 

ピ ウルクラマッシャーダハラショーナ・ショーニマー 

'py urukramasyädharaçoëa-çoëimä 
 

ダードゥマーヤマーナハ カラ・カンジャ・サンムプテー 

dädhmäyamänaù kara-kaïja-sampuöe 
 

ヤタハーブジャ・カハンデー カラ・ハンムサ ウトゥスヴァナハ 

yathäbja-khaëòe kala-haàsa utsvanaù 
 

saù—それ; uccakäçe—鮮やかなになった; dhavala-udaraù—白く、ふっくらした腸; 

daraù— 法 螺 貝 ; api— た と え そ う で あ っ て も ; urukramasya— 偉 大 な 冒 険 家 の ; 

adharaçoëa—主の唇の超越的な質によって; çoëimä—赤くなって; dädhmäyamänaù—鳴

ら さ れ て ; kara-kaïja-sampuöe— 蓮 華 の 手 に に ぎ ら れ て ; yathä— そ の よ う に ; 

abja-khaëòe—蓮華の花の茎によって; kala-haàsaù—水に浮かぶ白鳥; utsvanaù—高らか

に鳴っている。 
 

白く、そして太い腸のような法螺貝は、主クリシュナの手ににぎられて吹きならされ、主

の超越的な唇に触れたことで赤みがかってみえる。あたかも、白い白鳥が赤い蓮華の花の茎

のなかで戯れているかのように。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

主の唇に触れたことで白い法螺貝が赤みがかって見えたことは、精神的な重要性の象徴で



す。主は完全に精神的な方であり、物質はこの精神的存在に関する無知ゆえに生じます。精

神的悟りを持つ人にとって、物質などというものは存在せず、そしてその精神的啓発は至高

主シュリー・クリシュナとの接触によってすぐに得られます。主は全創造界の隅々に存在し、

自らをだれにでも現わすことができます。熱烈な愛情と主への奉仕によって、言いかえれば、

主との精神的接触によって、すべては主の手ににぎられた法螺貝のように精神的に赤くなり、

高い知性をそなえたパラマハンサ（paramahaàsa）は、主の蓮華の御足によって永遠に満

たされた精神的至福のなかで、水に浮かぶ白鳥のように戯れるのです。 

 

第３節第３節第３節第３節 

 

TaMauPaé[uTYa iNaNad& JaGaÙYa>aYaavhMa(     ) 
Pa[TYauÛYau" Pa[Jaa" SavaR >aTa*RdXaRNal/al/Saa" )) 3 )) 

 
タンム ウパシュルッテャ ニナダンム 

tam upaçrutya ninadaà 
 

ジャガドゥ・バハヤ・バハヤーヴァハンム 

jagad-bhaya-bhayävaham 
 

プラテュデャユフ プラジャーハ サルヴァー 

pratyudyayuù prajäù sarvä 
 

バハルトゥリ・ダルシャナ・ラーラサーハ 

bhartå-darçana-lälasäù 
 

tam— そ の ; upaçrutya— 聞 い て ; ninadam— 音 ; jagat-bhaya— 物 質 存 在 の 恐 れ ; 

bhaya-ävaham—威嚇の原則; prati—〜に対して; udyayuù—速く進んだ; prajäù—市⺠た

ち; sarväù—だれも; bhartå—保護者; darçana—聴衆; lälasäù—そのように望んで。 
 

ドゥヴァーラカーの市⺠は、物質界の恐怖の権化さえも恐れさせるその音を聞き、主に向

かって全速⼒で⾛っていった。あらゆる献愛者を守る主に⻑いあいだ会いたいと願いつづけ

てきた望みを満たすために。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

すでに説明したように、主クリシュナが地上にいたときの都・ドゥヴァーラカーの市⺠は、

解脱の境地にある魂ばかりで、主の身近な交流者として主とともに降誕していました。精神

的なつながりという点からすれば、だれも主と離れてはいないのですが、かれらは主に会う

言葉かり考えていました。ヴリンダーヴァンのゴーピーは、主クリシュナが牛の世話のため

に村から離れているときもずっと主のことを考えていましたが、そのゴーピーのように、ド



ゥヴァーラカーの市⺠も、主がクルクシェートラの戦争に⾏っていたあいだ、ずっと主のこ

とを考えていました。ベンガル地方で名の知れた小説家たちのなかには、ヴリンダーヴァン

のクリシュナと、マトゥラーのクリシュナと、ドゥヴァーラカーのクリシュナは別人だと言

う者がいます。しかし、史実から見てその結論は正しくありません。クルクシェートラのク

リシュナとドゥヴァーラカーのクリシュナは、まったく同じ人物なのです。 

ドゥヴァーラカーの市⺠は、主がこの崇高な都にいないことから、ふさいだ気持ちで暮ら

していました。日中、太陽が出ていないときに気がふさぐように。主クリシュナが告げた音

は、日の出のまえぶれのような音に響きました。だから市⺠は、主を迎えるためにいそいで

外に出てきました。主の献愛者は、主以外に自分を守ってくれる人を知らないのです。 

主が吹きならしたこの音は、これまで主の非二元性について説明してきたとおり、主その

ものです。いま私たちが住んでいる物質存在は恐れに満ちています。食糧、保護、恐れ、子

孫という物質存在の４つの問題のなかで、恐れの問題は他の３つよりも私たちを苦しめます。

次の瞬間にどのような問題が待ちかまえているかを知らない私たちは、いつもなにかを恐れ

ています。全物質存在に問題が渦巻いているため恐れの問題がもっとも顕著になっています。

これは、私たちが主の幻想エネルギー、つまりマーヤーとかかわっているからですが、どの

ような恐れでも、主の聖なる名前を象徴する音が現われるとき、またたくまに消えさります。

それが主シュリー・チャイタンニャ・マハープラブが鳴らした次の16の言葉です。 

ハレー クリシュナ、ハレー クリシュナ、クリシュナ クリシュナ、ハレー ハレー、 

ハレー ラーマ、ハレー ラーマ、ラーマ ラーマ、ハレー ハレー 

私たちはこの音を活用し、物質存在にある恐ろしい問題から解放されるのです。 

 

第４第４第４第４-５節５節５節５節 
 

Ta}aaePaNaqTabl/Yaae rvedsPaiMavad*Taa"     ) 
AaTMaaraMa& PaU<aRk-aMa& iNaJal/a>aeNa iNaTYada )) 4 )) 
Pa[qTYauTfu-çMau%a" Pa[aecuhRzRGaÓdYaa iGara   ) 
iPaTar& SavRSauôdMaivTaariMava>aRk-a"       )) 5 )) 

 
タトゥローパニータ・バラヨー 

tatropanéta-balayo 
 

ラヴェール ディーパンム イヴァードゥリターハ 

raver dépam ivädåtäù 
 

アートゥマーラーマンム プールナ・カーマンム 

ätmärämaà pürëa-kämaà 
 

ニジャ・ラーベヘーナ ニテャダー 

nija-läbhena nityadä 



プリーティ・ウトゥプフルラ・ムカハーハ プローチュル 

préty-utphulla-mukhäù procur 
 

ハルシャ・ガドゥガダヤー ギラー 

harña-gadgadayä girä 
 

ピタランム サルヴァ・スフリダンム 

pitaraà sarva-suhådam 
 

アヴィターランム イヴァールバハカーハ 

avitäram ivärbhakäù 
 

tatra—そこで; upanéta—捧げて; balayaù—贈り物; raveù—太陽に; dépam—ランプ; 

iva— 〜 の よ う な ; ädåtäù— 評 価 さ れ て ; ätma-ärämam— 自 己 充 実 し た 方 に ; 

pürëa-kämam—完全に満足して; nija-läbhena—主の⼒によって; nitya-dä—絶え間なく

供給する方; préti—愛着; utphulla-mukhäù—快活な顔; procuù—言った; harña—喜んで; 

gadgadayä—夢中で ; girä— 会話 ; pitaram— 父親に ; sarva— すべて ; suhådam— 友 ; 

avitäram—保護者; iva—〜のような; arbhakäù—被保護者。 
 

主のまえに辿りついた市⺠は、完全に自ら満たされ、自己充実し、自らの⼒で絶え間なく

人々に供給するその方に、贈り物を差しだした。それは太陽に向かってランプの光を捧げる

ようなものである。それでも市⺠は、歓喜の言葉を口にしながら主を迎えた。幼い者が保護

者や父親を迎えるように。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

至高主クリシュナは、ここでアートゥマーラーマ（ätmäräma）と呼ばれています。主は

自ら充実し、自分以外の源から幸福を求める必要はありません。主が自己充実しているのは、

主の超越的存在そのものが完全な至福に満たされているからです。主は永遠に存在していま

す。主はすべてを認識し、あらゆる面で至福に満ちあふれています。ですから、どれほど高

価な贈り物を主にしても、主が必要としているものではありません。それでも万⺠の幸福を

願う方ですから、純粋な献愛奉仕として捧げられたものは、なんでも、だれからでも受けい

れます。主はそのような物を持っていないわけではありません。主が自分の⼒を使って作り

だした物なのです。この節ではその例がしめされてあり、主になにかを捧げることは、太陽

神を崇拝するときにランプで火を捧げる⾏為に似ていると表現されています。火がついたも

の、あるいは光っているものはどれも太陽の⼒の表われですが、太陽神を崇拝するにはラン

プの火を捧げなくてはなりません。太陽の崇拝は、崇拝者がなにかを要求しているのですが、

献愛奉仕ではどちら側にもそのような要求はありません。中心になっているのは、主と献愛

者との純粋な愛情や愛着の交換です。 

主は全生命体の至高の父親ですから、この神との⼒強い絆について知っている人は、至高



の父親に子どもとしてなにかを要求できますし、父親は取引などせずに従順な子どもの要求

に応えてくれます。主はまさに望みの木であり、主のいわれない慈悲のおかげで、だれもが、

なんでも主から得ることができます。いっぽう至高の父親である主は、純粋な献愛者の奉仕

を妨げになるようなものは授けません。主に奉仕をしている人々は、主の超越的な魅⼒によ

って、純粋な献愛奉仕をする境地に高められるのです。 

 

第６節第６節第６節第６節 

 

NaTaa" SMa Tae NaaQa Sadax(iga]PaªJa& 
ivirÄvEirHCYaSaureNd]viNdTaMa(   ) 

ParaYa<a& +aeMaiMaheC^Taa& Par& 
Na Ya}a k-al/" Pa[>aveTa( Par" Pa[>au"  )) 6 )) 

 
ナターハ スマ テー ナータハ サダーングフリ・パンカジャンム 

natäù sma te nätha sadäìghri-paìkajaà 
 

ヴィリンチャ・ヴァイリンチャ・スレーンドゥラ・ヴァンディタンム 

viriïca-vairiïcya-surendra-vanditam 
 

パラーヤナンム クシェーマンム イヘーッチャターンム パランム 

paräyaëaà kñemam ihecchatäà paraà 
 

ナ ヤトゥラ カーラハ プラバハヴェートゥ パラハ プラブフ 

na yatra kälaù prabhavet paraù prabhuù 
 

natäù—ひれ伏して; sma—私たちはそうした; te—あなたに; nätha—おお主よ; sadä—

いつも; aìghri-paìkajam—蓮華の御足; viriïca—最初の生物、ブラフマー; vairiïcya—サ

ナカやサナータナのようなブラフマーの子たち; sura-indra—天上の王; vanditam—〜に

崇拝されて; paräyaëam—至高者; kñemam—幸福; iha—現世で; icchatäm—そのように望

む者; param—最高のもの; na—決してない; yatra—そこで; kälaù—避けられない時の⼒; 

prabhavet—その影響⼒を⾏使することができる; paraù—超越的; prabhuù—至高主。 
 

市⺠が言う。「おお主よ。あなたはブラフマーのような半神すべてに、４人のサナ（Sana）

たちに、そして天上の王によってでさえ崇拝されています。また、人生で最高の恩恵を心か

ら求めている人々にとって究極の安らぎの方でもあります。あなたは至高の、超越的な主で

あり、避けられない「時」でさえ、あなたに影響を及ぼすことはできません」 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

至高主とは、『バガヴァッド・ギーター』、『ブラフマ・サムヒター』、他の権威あるヴ



ェーダ経典で確証されているように、シュリー・クリシュナのことです。だれも主より偉大

か等しい者はいませんし、それがすべての経典の見解でもあります。時や空間の影響は、至

高主の部分体であり、依存する立場にある生命体に及ぼされます。生命体は支配される側の

ブラフマン、いっぽう至高主は支配する側の絶対真理者です。この明白な事実を忘れてしま

えば、すぐに幻想に囚われ、その結果として、漆⿊の闇に閉じこめられるように三重の苦し

みに陥れられます。認識する⼒を持つ生命体の明白な意識が神の意識であり、その意識を持

つ魂はどのような状況でも主にひれ伏します。 

 

第７節第７節第７節第７節 

 

>avaYa NaSTv& >av ivì>aavNa 
TvMaev MaaTaaQa SauôTPaiTa" iPaTaa  ) 

Tv& Sad(GauåNaR" ParMa& c dEvTa& 
YaSYaaNauv*tYaa k*-iTaNaae b>aUivMa  )) 7 )) 

 
バハヴァーヤ ナス トゥヴァンム バハヴァ ヴィシュヴァ・バハーヴァナ 

bhaväya nas tvaà bhava viçva-bhävana 
 

トゥヴァンム エーヴァ マータータハ スフリトゥ・パティヒ ピタ 

tvam eva mätätha suhåt-patiù pita 
 

トゥヴァンム サドゥ・グルル ナハ パラマンム チャ ダイヴァタンム 

tvaà sad-gurur naù paramaà ca daivataà 
 

ヤッシャーヌヴリッテャー クリティノー バブフーヴィマ 

yasyänuvåttyä kåtino babhüvima 
 

bhaväya—幸福のために; naù—私たちにとって; tvam—あなた; bhava—そうなる; 

viçva-bhävana—宇宙の創造者; tvam—あなた; eva—確かに; mätä—⺟親; atha—もまた; 

suhåt—幸福を願う者; patiù—夫; pitä—父親; tvam—あなた; sat-guruù—精神指導者; 

naù—私たちの; paramam—至高者; ca—そして; daivatam—崇拝できる神; yasya—〜で

ある者の; anuvåttyä—その足跡に従うこと; kåtinaù—成功して; babhüvima—私たちは〜

になる。 
 

おお、宇宙の創造者よ。あなたは私たちの⺟親であり、幸福を願う方であり、主であり、

父親であり、精神指導者であり、そして私たちの崇拝する神です。あなたの足跡に従うこと

で、私たちはなにをしても成功することできます。ですから、あなたの慈悲で私たちをいつ

までも祝福してください。 
 
 



要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

あらゆる面で優れている人格主神は、宇宙の創造者であることから、優れた質をそなえる

全生命体のために計画をたてます。善き生命体は主の善き助言に従うよう主に助言され、そ

して従うことで、生活のあらゆる面で成功することができます。主以外の神を崇拝する必要

はありません。主はあらゆる⼒をそなえていますから、私たちが主の蓮華の御足に従順であ

ることに主が満足すれば、物質・精神両方の生活を巧みにこなせるようあらゆる祝福を授け

てくれます。人間の姿は、精神的境地を達成して神との永遠な絆を理解できる機会です。そ

の絆は永遠です。途切れることも、壊れることもありません。忘れている時期もあるでしょ

う、しかし、それも主の恩寵によってよみがえります。私たちが、あらゆる時代や場所で用

意されている啓示経典の主の教えに従えば。 

 

第８節第８節第８節第８節 

 

Ahae SaNaaQaa >avTaa SMa YaÜYa& 
}aEivíPaaNaaMaiPa dUrdXaRNaMa(     ) 

Pa[eMaiSMaTaiòGDaiNarq+a<aaNaNa& 
PaXYaeMa æPa& Tav SavRSaaE>aGaMa(   )) 8 )) 

 
アホー サナータハー バハヴァター スマ ヤドゥ ヴァヤンム 

aho sanäthä bhavatä sma yad vayaà 
 

トゥライヴィシュタパーナーンム アピ ドゥーラ・ダルシャナンム 

traiviñöapänäm api düra-darçanam 
 

プレーマ・スミタ・スニグダハ・ニリークシャナーナナンム 

prema-smita-snigdha-nirékñaëänanaà 
 

パッシェーマ ルーパンム タヴァ サルヴァ・サウバハガンム 

paçyema rüpaà tava sarva-saubhagam 
 

aho—おお、これは私達の素晴らしい幸運である; sa-näthäù—主人の保護下にあること; 

bhavatä—善きあなたによって; sma—私達がなったように; yat vayam—私達のように; 

traiviñöa-pänäm— 半 神 達 の ; api— も ま た ; düra-darçanam— 非 常 に 希 に 見 ら れ る ; 

prema-smita— 愛 情 を 込 め て 微 笑 ん で い る ; snigdha— 愛 情 の こ も っ た ; 

nirékñaëa-änanam—その思いで見ている顔; paçyema—見よう; rüpam—美しさ; tava—

あなたの; sarva—すべて; saubhagam—吉兆であること。 
 

今日こうしてふたたびめぐりあい、私たちがあなたに守られるとはじつに幸運なことです。

なぜなら、あなたは天国の住人たちを訪ねることさえほとんどないからです。いま私たちは、



愛情あふれるまなざしをたたえた笑顔を見ることができます。そして、あらゆる吉兆な印を

たたえた崇高なお姿を見ることができます。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

主の永遠の姿は、純粋な献愛者だけが見ることができます。主が非人格であるはずがあり

ません。主は至高の絶対人格主神であり、献愛者だけが主と互いに見つめあうことができ、

またそれは高位の惑星にいる住人たちにでさえできません。ブラフマーや他の半神たちが、

主クリシュナの完全分身である主ヴィシュヌの意見を求めるときは、白い地（シュヴェータ

ドゥヴィーパ）に横たわる主ヴィシュヌがいる乳海の岸辺で待たなくてはなりません。この

乳海とシュヴェータドゥヴィーパ惑星は、ヴァイクンタローカを物質界にそのまま移したも

のです。ブラフマージーやインドラのような半神たちでさえ、このシュヴェータドゥヴィー

パの領域に入ることができず、乳海の岸辺に立って、クシーローダカシャーイー・ヴィシュ

ヌとも呼ばれる主ヴィシュヌに情報を伝えなくてはなりません。ですから、半神たちはほと

んど主に会えることはないのですが、ドゥヴァーラカーの住人は、物質的活動とか経験哲学

にもとづく推論などの穢れのない純粋な献愛者ですから、主の恩寵によって主と顔を見あわ

せることができます。これが生命体の本来の境地であり、献愛奉仕だけをとおして高まる自

然で本来の生活を回復させることで達成できます。 

 

第９節第９節第９節第９節 

 

YaùRMbuJaa+aaPaSaSaar >aae >avaNa( 
ku-æNa( MaDaUNa( vaQa SauôiÕd*+aYaa  ) 

Ta}aaBdk-aei$=Pa[iTaMa" +a<aae >aved( 
riv& ivNaa+<aaeirv NaSTavaCYauTa   )) 9 )) 

 
ヤルヒ アンムブジャークシャーパササーラ ボホー バハヴァーン 

yarhy ambujäkñäpasasära bho bhavän 
 

クルーン マドゥーン ヴァータハ スフリドゥ・ディドゥリクシャヤー 

kurün madhün vätha suhåd-didåkñayä 
 

タトゥラーブダ・コーティ・プラティマハ クシャノー バハヴェードゥ 

taträbda-koöi-pratimaù kñaëo bhaved 
 

ラヴィンム ヴィナークシュノール イヴァ ナス タヴァーチュタ 

ravià vinäkñëor iva nas taväcyuta 
 

yarhi—〜の時はいつでも; ambuja-akña—蓮華の目を持つ方よ; apasasära—あなたが⾏

ってしまわれる; bho—おお; bhavän—あなたご自身; kurün—クル王の子孫; madhün—マ



トゥラー（ヴラジャブーミ）の住⺠たち; vä—どちらも; atha—ゆえに; suhåt-didåkñayä—

彼らに会うために; tatra—その時; abda-koöi—数百万年; pratimaù—のように; kñaëaù—

瞬間; bhavet—〜になる; ravim—太陽; vinä—〜なしで; akñëoù—目の; iva—そのようなも

の; naù—私たちの; tava—あなたの; acyuta—おお、完全無欠なお方よ。 
 

おお、蓮華の目を持つお方よ。あなたが友人や親族に会うためにマトゥラーやヴリンダー

ヴァンに出立されたあとの歳月の一瞬一瞬が、私たちには百万年も過ぎさったかのように感

じられます。完全無欠なお方よ。そのときの私たちの目は、太陽を失ったかのように、まっ

たく意味のないものとなるのです。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

私たちは、神の存在を肉体の感覚で知覚できると思いあがっています。しかし、感覚その

ものが絶対的ではないことを忘れています。ある条件下だけでしか機能しないのです。たと

えば目。私たちの目は、太陽が出ていればある程度機能します。しかしその光線がなくなっ

たときにはまったく役に立ちません。主シュリー・クリシュナは根源の主、至高の真理者で

すから、太陽に比較されています。主がいなければ、私たちの知識はどれも偽物か、あるい

は部分的知識でしかありません。太陽の反対が暗闇であるように、クリシュナの反対はマー

ヤー・幻想です。主の献愛者は、主クリシュナから出ている光のおかげですべてを正しい視

点で見ることができます。主の恩寵で、純粋な献愛者は無知の暗闇に入ることはありません。

ですから、私たちはいつも主クリシュナに見つめられていなくてはなりませんし、そのこと

で、主のさまざまな⼒をとおして自分と主を見ることができます。太陽がなければなにも見

えないように、主の存在を知らなければなにも見ることができません。主を忘れてしまえば、

どのような知識も幻想に包まれています。 

 

第１０節第１０節第１０節第１０節 

 

k-Qa& vYa& NaaQa icraeizTae TviYa Pa[Saàd*íyai%l/TaaPaXaaez<aMa(  ) 
JaqveMa Tae SauNdrhaSaXaaei>aTaMaPaXYaMaaNaa vdNa& MaNaaehrMa(     ) 
wiTa caedqirTaa vac" Pa[JaaNaa& >a¢-vTSal/"                ) 
é*<vaNaae_NauGa]h& d*íya ivTaNvNa( Pa[aivXaTa( PaurMa(            )) 10 )) 

 
カタハンム ヴァヤンム ナータハ チローシテー トゥヴァイ 

kathaà vayaà nätha ciroñite tvayi 
 

プラサンナ・ドゥリシュテャーキヒラ・ターパ・ショーシャナンム 

prasanna-dåñöyäkhila-täpa-çoñaëam 
  



ジーヴェーマ テー スンダラ・ハーサ・ショービヒタンム 

jévema te sundara-häsa-çobhitam 
 

アパッシャマーナー ヴァダナンム マノーハランム 

apaçyamänä vadanaà manoharam 
 
 

イティ チョーディーリター ヴァーチャハ 

iti codéritä väcaù 
 

プラジャーナーンム バハクタ・ヴァトゥサラハ 

prajänäà bhakta-vatsalaù 
 

シュリンヴァーノー ヌグラハンム ドゥリシュテャー 

çåëväno 'nugrahaà dåñöyä 
 

ヴィタンヴァン プラーヴィシャトゥ プランム 

vitanvan präviçat puram 
 

katham—どのように; vayam—私たち; nätha—おお、主よ; ciroñite—ほとんどいつも外

国にいて ; tvayi—あなたによって ; prasanna—満足 ; dåñöyä—そのまなざしによって; 

akhila—普遍的な; täpa—苦しみ; çoñaëam—克服すること; jévema—生き続けられるだろ

う か ; te— あ な た の ; sundara— 美 し い ; häsa— 微 笑 み ; çobhitam— 飾 ら れ て ; 

apaçyamänäù—見ることなく; vadanam—顔; manoharam—魅⼒的な; iti—こうして; 

ca— そ し て ; udéritäù— 話 し て い る ; väcaù— 言 葉 ; prajänäm— 市 ⺠ た ち の ; 

bhakta-vatsalaù—献愛者に優しい; çåëvänaù—このように知り; anugraham—優しさ; 

dåñöyä—まなざしによって; vitanvan—分けあたえている; präviçat—入った; puram—ド

ゥヴァーラカープリー。 
 

「主よ。あなたがいつも国の外にいらっしゃるなら、私たちは、あらゆる苦しみを打ち消

すその美しいお顔を見ることができません。あなたなしで、どうして生きていけましょう」 

臣⺠や献愛者に優しい主は、献愛者たちの話を聞いたあとドゥヴァーラカーの都に入り、

こぞって歓迎するかれらに感謝し、超越的なまなざしをそそいだ。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

主クリシュナの魅⼒には強い⼒があり、ひとたび主に魅了されれば、主と離れていること

に耐えられなくなります。なぜでしょうか。それは、太陽の光と太陽が永遠に不可分の関係

にあるように、私たちも主と永遠な絆を持っているからです。太陽光線は、太陽から放射さ

れる粒子で構成されています。そのため、太陽光線と太陽は切っても切れない関係にありま

す。その間に雲が入って視界が閉ざされても、それは一時的で見かけの現象にすぎません。

雲がなくなれば、光線は太陽から放たれる本来の輝きを取りもどします。同じように、生命



体は全体の魂の小さな部分であり、幻想の⼒・マーヤーによって主から離れた状態にありま

す。この幻想の⼒、つまりマーヤーのカーテンはどうしても取りのぞかなくてはなりません

し、それができれば苦しみはすぐに消えてなくなります。だれでも人生の苦しみを取りのぞ

きたいと願っているのですが、その方法がわかりません。その答がこの節にあります。また

それは、その方法が理解できるかどうかにかかっています。 

 

第１１節第１１節第１１節第１１節 

 

MaDau>aaeJadXaahaRhRku-ku-raNDak-v*iZ<ai>a"  ) 
AaTMaTauLYablE/GauRáa& NaaGaE>aaeRGavTaqiMav  )) 11 )) 

 
マドフゥ・ボホージャ・ダシャールハールハ 

madhu-bhoja-daçärhärha- 
 

ククラーンダハカ・ヴリシュニビヒヒ 

kukurändhaka-våñëibhiù 
 

アートゥマ・トゥリャ・バライル グプターンム 

ätma-tulya-balair guptäà 
 

ナーガイル ボホーガヴァティーンム イヴァ 

nägair bhogavatém iva 
 

madhu—マドゥ; bhoja—ボージャ; daçärha—ダシャールハ; arha—アルハ; kukura—

ククラ; andhaka—アンダカ; våñëibhiù—ヴリシュニの子孫によって; ätma-tulya—主と同

じほど; balaiù—⼒で; guptäm—守られて; nägaiù—ナーガたちによって; bhogavatém—ナ

ーガローカの首都; iva—〜のように。 
 

ナーガローカの首都ボーガヴァティーがナーガたちに守られているように、ドゥヴァーラ

カーも、ボージャ、マドゥ、シャサールハ、アルハ、ククラ、アンダカなど、主クリシュナ

に匹敵する⼒を持つヴリシュニの子孫によって守られている。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

ナーガローカ惑星は地球よりも下位にあり、そこに太陽の光が届いていない、と言われて

います。しかしその暗闇は、ナーガ（天上の蛇）たちの頭部にある宝石の光によって取りの

ぞかれ、その惑星には、ナーガたちを楽しませる美しい庭や川が流れている、とも表現され

ています。この節でも、その場所は住⺠たちによって完全に守られている、と書かれていま

す。同じようにドゥヴァーラカーの都も、主が地上で自らの⼒を発揮するかぎり、主に匹敵

する⼒を持つヴリシュニの子孫によって堅固に守られています。 

 



第１２節第１２節第１２節第１２節 

 

SavRTauRSavRiv>avPau<Yav*+al/Taaé[MaE" ) 
oÛaNaaePavNaaraMaEv*RTaPaÚak-rié[YaMa( )) 12 )) 

 
サルヴァルトゥ・サルヴァ・ヴィバハヴァ・ 

sarvartu-sarva-vibhava- 
 

プニャ・ヴリクシャ・ラターシュラマイヒ 

puëya-våkña-latäçramaiù 
 

ウデャーノーパヴァナーラーマイル 

udyänopavanärämair 
 

ヴリタ・パドゥマーカラ・シュリヤンム 

våta-padmäkara-çriyam 
 

sarva—すべての; åtu—季節; sarva—すべての; vibhava—富; puëya—敬虔な; våkña—

木; latä—蔓; äçramaiù—庵で; udyäna—果樹園; upavana—花園; ärämaiù—遊園地や美し

い公園; våta—〜に囲まれて; padma-äkara—蓮華の花が咲く場所、あるいは心地よい水源

地; çriyam—美しさを増している。 
 

ドゥヴァーラカーの都は、季節をつうじて富に満ちあふれている。あずまや、果樹園、花

園、公園、蓮華の花が咲きみだれる池が随所に作られている。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

人類の文化は、自然からの贈り物を正しく使うことで完成します。この節で説明されてい

るように、ドゥヴァーラカーは、蓮華の花が咲きほこる池をたたえた花園や果樹園などに囲

まれています。現代の都市には欠かせない、そして屠殺場でささえられているような工場や

施設の説明はありません。自然界の贈り物を活用する傾向は、現代文化人の心にいまでも残

っています。現代の指導者たちは、自然が豊かに残る庭園や池などを配置したところに自分

たちの居住をかまえていますが、公園も庭園もないような住宅密集地に一般の人たちを住ま

わせています。もちろん、この節にはそのような環境とは異なるドゥヴァーラカーの描写が

あり、この居住区・ダーマ（dhäma）は、蓮華の花が咲く池を配した庭園や公園に囲まれ

ていることがわかります。またすべての人が、自然界の贈り物であるくだものや花の恵みに

あずかり、不潔な家や貧⺠街を作りだす工場や製造施設もなかったことがわかります。文化

の発達は、繊細な感性を失わせる加工場や生産施設で決まるのではなく、堅固な精神的本質

を高め、神のもとに帰る機会を提供できるかどうかで決まります。工場施設の発達はウグ

ラ・カルマ（ugra-karma）という劣悪な労働でささえられ、そのような活動は人間の繊細



な感性を衰えさせ、劣悪な人間の住む迷宮を作る社会の原因になります。 

また、季節をつうじて花やくだものを実らせる敬虔な木々についても述べられています。

質の劣る木々は密林だけに生えているもので、燃料に使われます。いまでは、そのような木

が道路沿いに植えられています。人間にそなわった⼒は、人生の問題を解決する精神的理解

を提供する繊細な感覚を高めるために正しく使われなくてはなりません。くだもの、花、美

しい庭園、公園、そして蓮華の花が咲きみだれるなかをアヒルや白鳥が泳ぎまわる池、十分

な牛乳やバターを供給してくれる牛などは、人体の繊細な細胞を高めるために欠かせません。

これらの要素に反する加工場や製造工場や作業場といった迷宮は、働く人々の心に邪悪な気

質を作りだします。受益団体は働く人々を犠牲にして繁栄し、その結果として労使のあいだ

でさまざまな形で衝突が起こります。ドゥヴァーラカー・ダーマの説明は、人間文化の理想

的な境地をしめしています。 

 

第１３節第１３節第１３節第１３節 

 

GaaePaurÜarMaaGaeRzu k*-Tak-aETauk-Taaer<aaMa(   ) 
ic}aßJaPaTaak-aGa]ErNTa" Pa[iTahTaaTaPaaMa( )) 13 )) 

 
ゴープラ・ドゥヴァーラ・マールゲーシュ 

gopura-dvära-märgeñu 
 

クリタ・カウトゥカ・トーラナーンム 

kåta-kautuka-toraëäm 
 

チトゥラ・ドフゥヴァジャ・パターカーグライル 

citra-dhvaja-patäkägrair 
 

アンタハ プラティハタータパーンム 

antaù pratihatätapäm 
 

gopura—都の入り口; dvära—扉; märgeñu—さまざまな道路上に; kåta—取り付けられ

て; kautuka—祭典のために; toraëäm—飾られたアーチ門; citra—塗られて; dhvaja—旗; 

patäkä-agraiù—主要な印によって; antaù—〜の中に; pratihata—さえぎって; ätapäm—

太陽の光。 
 

都の入り口、道路沿いの各家屋の扉、花づなのアーチ門は、主を歓迎するために、プラン

タンの木やマンゴーの葉といった祝賀の植物で見事に飾られている。旗、花輪、絵や言葉が

描かれた看板などがそこかしこに日陰を作っている。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

特別の祭典を飾る印として、プランタンの木、マンゴーの木、くだもの、花など、自然界



の贈り物が使われます。マンゴーの木、ヤシの木、プランタンの木はいまでも縁起のいい植

物と考えられています。この節に述べられている旗には、主の偉大なふたりの召使いである

ガルダやハヌマーンが描かれています。献愛者はそのような絵画や装飾をいまでも崇敬して

おり、主の召使いは、主を満足させるために敬意が払われます。 

 

第１４節第１４節第１４節第１４節 

 

SaMMaaiJaRTaMahaMaaGaRrQYaaPa<ak-cTvraMa(     ) 
iSa¢-a& GaNDaJalE/åáa& f-l/PauZPaa+aTaax(ku-rE" )) 14 )) 

 
サンムマールジタ・マハー・マールガ・ 

sammärjita-mahä-märga- 
 

ラテャーパナカ・チャトゥヴァラーンム 

rathyäpaëaka-catvaräm 
 

シクターンム ガンダハ・ジャライル ウプターンム 

siktäà gandha-jalair uptäà 
 

パハラ・プシュパークシャターンクライヒ 

phala-puñpäkñatäìkuraiù 
 

sammärjita—徹底的に清掃されて; mahä-märga—幹線道路; rathya—路地や地下道; 

äpaëaka—買い物市場; catvaräm—集会場; siktäm—〜で濡らされて; gandha-jalaiù—香

りをつけた水; uptäm—〜で撒かれた; phala—くだもの; puñpa—花; akñata—壊れていな

い; aìkuraiù—種。 
 

幹線道路、地下道、路地、市場、集会場は余すところなく清掃され、香り高い水が打たれ

ていた。そして主を歓迎するために、くだもの、花、形のいい種がそこかしこに撒かれてい

た。 
 

要旨解要旨解要旨解要旨解説説説説 
 

バラやケオラといった花を蒸留して作られた香水は、ドゥヴァーラカー・ダーマの幹線道

路、舗道、路地を濡らすために使われました。また市場や集会場もちりひとつなく掃き清め

られました。この節の説明から、ドゥヴァーラカー・ダーマは、多くの幹線道路、道路、公

園、貯水池、集会場などで整備された大都市で、あらゆる場所が花やくだもので飾られてい

たことがわかります。そして主を歓迎するために、そのような花やくだもの、きれいな種な

どが公共の場所に撒きちらされていました。形の壊れていない幼苗（ようびょう）期の穀物や

くだものはひじょうに縁起のいいものとされ、いまでもヒンドゥー社会ではよく祭典の日に

使われています。 



第１５節第１５節第１５節第１５節 
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ドゥヴァーリ ドゥヴァーリ グリハーナーンム チャ 

dväri dväri gåhäëäà ca 
 

ダディ・アクシャタ・パハレークシュビヒヒ 

dadhy-akñata-phalekñubhiù 
 

アランクリターンム プールナ・クンムバハイル 

alaìkåtäà pürëa-kumbhair 
 

バリビヒル ドフゥーパ・ディーパカイヒ 

balibhir dhüpa-dépakaiù 
 

dväri dväri—各家屋の扉; gåhäëäm—すべての居住家屋の; ca—そして; dadhi—凝乳; 

akñata—壊れていない; phala—くだもの; ikñubhiù—サトウキビ; alaìkåtäm—飾られて; 

pürëa-kumbhaiù—満杯の水差し ; balibhiù—崇拝のための道具と共に ; dhüpa—お香 ; 

dépakaiù—ランプとろうそく。 
 

各住宅の扉のまえには、凝乳、形のよいくだもの、サトウキビ、崇拝用の満杯の水差し、

お香やろうそくといった吉兆な品々が置かれていた。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
 

ヴェーダの儀式にのっとった歓待の方法は、形式的なものでは決してありません。歓迎は、

上記のように道路をただ飾るだけではなく、インセンス、ランプ、花、お菓子、くだものな

ど、自分の能⼒に応じて主を崇拝することでなされていました。すべてが主に捧げられ、そ

の食べ物の残りは、集まった市⺠たちのあいだで分けられました。現代に見られるような味

気ない歓迎ではなかったのです。どの家も同じ方法で主を迎える準備ができており、こうし

て道路沿いの家に住む人々もそのような食べ物の残りを市⺠たちと分かちあい、そのことで

祭典は滞りなく終わります。食べ物を配ってこそ儀式が完全になるのであり、またそれがヴ

ェーダ文化です。 

 

第１６第１６第１６第１６-１７節１７節１７節１７節 
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ニシャミャ プレーシュタハンム アーヤーンタンム 

niçamya preñöham äyäntaà 
 

ヴァスデーヴォー マハー・マナーハ 

vasudevo mahä-manäù 
 

アクルーラシュ チョーグラセーナシュ チャ 

akrüraç cograsenaç ca 
 

ラーマシュ チャードゥブフタ・ヴィクラマハ 

rämaç cädbhuta-vikramaù 
 
 

プラデュムナシュ チャールデーシュナシュ チャ 

pradyumnaç cärudeñëaç ca 
 

サーンボー ジャーンバヴァティー・スタハ 

sämbo jämbavaté-sutaù 
 

プラハルシャ・ヴェーゴーッチャシタ・ 

praharña-vegocchaçita- 
 

シャヤナーサナ・ボホージャナーハ 

çayanäsana-bhojanäù 
 

niçamya—聞くことだけで; preñöham—もっとも愛しい方; äyäntam—帰ってくること; 

vasudevaù—ヴァスデーヴァ（クリシュナの父）; mahä-manäù—寛大な人物; akrüraù—ア

クルーラ; ca—そして; ugrasenaù—ウグラセーナ; ca—そして; rämaù—バララーマ（クリ

シュナの兄）; ca—そして; adbhuta—超人間; vikramaù—⼒; pradyumnaù—プラデュムナ; 

cärudeñëaù—チャールデーシュナ; ca—そして; sämbaù—サーンバ; jämbavaté-sutaù—ジ

ャーンバヴァティーの子; praharña—この上ない幸福; vega—⼒; ucchaçita—〜に影響され

て; çayana—横たわること; äsana—座ること; bhojanäù—食事をすること。 
 

だれよりも愛しいクリシュナがドゥヴァーラカーダーマに近づいていることを聞いたヴ

ァスデーヴァ、アクルーラ、ウグラセーナ、バララーマ（超人的な⼒を持つ方）、プラデュ

ムナ、チャールデーシュナ、ジャーンバヴァティーの子・サーンバなど、だれもが幸せに沸

きたち、横たわることも、座ることも、食べることもやめた。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

Vasudeva: ヴァスデーヴァ（Vasudeva） シューラセーナ王の子息。デーヴァキーの夫、

主シュリー・クリシュナの父。クンティーの兄、スバドゥラーの父。スバドゥラーはいとこ

のアルジュナと結婚しています。この慣習はインドの一部でもまだ残っています。ヴァスデ

ーヴァはウグラセーナ王に任命された大臣で、のちにウグラセーナの兄弟デーヴァカの８人

の娘たちと結婚しました。デーヴァキーはそのなかのひとりです。カムサはヴァスデーヴァ



の義理の兄弟にあたりますが、デーヴァキーの８番目の子をカムサに引きわたすことで互い

に同意し、そして投獄されました。しかしこれは、クリシュナの計画にもとづいて実現して

いません。また、パーンダヴァ兄弟の⺟方の叔父だったことから、パーンダヴァ兄弟の浄化

儀式に積極的に参加しています。僧侶カッシャパをシャタスリンガ・パルヴァタに呼び、そ

の儀式を執⾏しました。主クリシュナはカムサの牢獄のなかに現われましたが、ヴァスデー

ヴァの手で、ゴークラに住むクリシュナの育ての親となるナンダ・マハーラージャの家に移

されました。クリシュナはバララーマとともに、ヴァスデーヴァが他界するまえにこの世界

から去っていきましたが、アルジュナ（ヴァスデーヴァの甥）が、ヴァスデーヴァの他界後

にその葬式を執⾏しています。 

アクルーラ（Akrüra） ヴリシュニ王家の最高指揮官で、主クリシュナの偉大な献愛者。

アクルーラは「祈りを捧げる」というたったひとつの献愛奉仕をして成功の境地に達しまし

た。アフーカの娘のスータニーの夫でした。アルジュナがクリシュナの意志にしたがってス

バドゥラーを奪うときに、アルジュナを支持しました。クリシュナとアクルーラは、アルジ

ュナがスバドゥラーを無事に連れさったとき、アルジュナに会いにいっています。また二人

は、この出来事のあとにアルジュナに贈り物をしました。アクルーラは、スバドゥラーの子

であるアビマニュがウッタラー（マハーラージャ・パリークシットの⺟）と結婚したときに

居合わせました。アクルーラは、義理の父であるアフーカとは折りあいが悪かったのですが、

ふたりとも主の献愛者でした。 

ウグラセーナ（Ugrasena） ヴリシュヌ王家の強大な王の一人で、マハーラージャ・ク

ンティボージャのいとこにあたります。別名をアフーカといいます。ウグラセーナに仕える

大臣がヴァスデーヴァで、強大なカムサはかれの子息です。このカムサが父親を投獄し、自

分がマトゥラーの王座に就きました。主クリシュナと兄の主バラデーヴァの恩寵でカムサは

殺され、ウグラセーナはふたたび王座に就くことができました。シャールヴァがドゥヴァー

ラカーを攻撃したときに勇敢に戦い、敵を撃退させました。また主クリシュナの神性につい

てナーラダジーに問いかけています。ヤドゥ王家が滅亡する運命にあったとき、ウグラセー

ナはサーンバの体内から作られた鉄の塊の処理をまかされました。その塊を砕いて細かくし、

糊状にし、ドゥヴァーラカーの海岸の水と混ぜ合わせました。このあと、ドゥヴァーラカー

の都と王国では完全に飲酒を禁じました。死後、解脱の境地に達しています。 

バラデーヴァ（Baladeva） ヴァスデーヴァとローヒニーのあいだに誕生した神聖な子

息です。ローヒニーの愛する子、すなわちローヒニー・ナンダナという名前でも知られてい

ます。ヴァスデーヴァがカムサとの約束どおり投獄されたとき、⺟親ローヒニーとともにナ

ンダ・マハーラージャのもとに預けられました。つまりナンダ・マハーラージャは、主クリ

シュナ同様、バラデーヴァの育ての父親です。主クリシュナと主バラデーヴァは異⺟兄弟で

はありましたが、幼いころからいつもいっしょに暮らしてきました。主バラデーヴァは最高



人格主神の完全分身であり、ですから、主クリシュナと同じ⼒をそなえています。ヴィシュ

ヌ・タットヴァ（神の範疇）にぞくします。ドゥラウパディーのスヴァヤンヴァラ儀式にシ

ュリー・クリシュナといっしょに参加しました。シュリー・クリシュナの綿密な計画のもと

でスバドゥラーがアルジュナに連れさられたとき、バラデーヴァはアルジュナに怒り、すぐ

に殺そうとしました。シュリー・クリシュナは親友のために、主バラデーヴァの足元にひれ

ふし、怒りをおさえるようなだめました。シュリー・バラデーヴァはこうして満足しました。

またあるとき、カウラヴァたちに怒り、かれらの住む都市をヤムナー川の底深く沈めようと

しました。カウラヴァたちは、主バラデーヴァの蓮華の御足に服従することで主を満足させ

ました。じつは主クリシュナの誕生のまえの第７番目の子ですが、主の意志で、カムサの怒

りから逃れるためにローヒニーの胎内に移されたのでした。そのため、シュリー・バラデー

ヴァの完全分身であるサンカルシャナという別名ももっています。主クリシュナと同じ⼒を

持ち、献愛者に精神的⼒を授けられることからバラデーヴァとして知られています。ヴェー

ダのなかでも、バラデーヴァの恩寵をさずからなければ至高主を知ることはできない、と説

かれています。バラ（bala）は精神的な⼒のことであり、肉体の⼒を指しているのではあり

ません。肉体の⼒で精神的な悟りは得られません。肉体の⼒はその体の終わりとともになく

なりますが、精神的⼒は精神魂とともに次の生にまで受けつがれますから、バラデーヴァか

らさずかった⼒は決してなくなりません。その⼒は永遠であるため、バラデーヴァはすべて

の献愛者にとって根源の精神指導者とされています。 

シュリー・バラデーヴァは、主シュリー・クリシュナとサーンディーパニ・ムニの学校で

学友としてともに学びました。子どものころ、シュリー・クリシュナといっしょに多くのア

スラを殺しましたが、とくにターラヴァナの森でデーヌカースラを殺した話がよく知られて

います。クルクシェートラの戦いでは中立の立場を貫きとおしましたが、戦争にならないよ

う最善もつくしています。ドゥリョーダナの味方だったのですが、中立の立場を変えません

でした。ドゥリョーダナとビーマセーナが戦闘棒で戦ったときには、その様子を見つめてい

ました。しかし、ビーマがドゥリョーダナのベルトの下の太腿を攻撃したことから、その邪

道の戦いの報復をしようとしました。そこで主シュリー・クリシュナは、バラデーヴァの怒

りからビーマを救いました。しかし主バラデーヴァはビーマセーナに幻滅し、すぐにその場

所から立ちさり、その直後にドゥリョーダナは倒れ、絶命しました。アルジュナの子のアビ

マニュの葬式は主バラデーヴァによって執⾏されました。⺟方の叔父だったからです。パー

ンダヴァ兄弟たちは、あまりの悲しみに、だれひとりとしてその葬式を執⾏することができ

ませんでした。主が物質界を去るとき、自分の口から白い大蛇を出し、こうしてシェーシャ

ナーガという蛇によって運ばれていきました。 

プラデュムナ（Pradyumna） カーマデーヴァの化身、またある見解ではサナトゥ・ク

マーラの化身で、人格主神主シュリー・クリシュナと、ドゥヴァーラカーの主要な女王ラク



シュミーデーヴィー・シュリーマティー・ルクミニーのあいだに生まれた子とされています。

アルジュナがスバドゥラーと結婚したときに祝福しに⾏ったひとりです。またシャールヴァ

と戦った大将軍のひとりでしたが、戦闘中に失神します。御者がかれを野営地まで運びまし

たが、プラデュムナはその⾏為を叱責しました。しかし結局、シャールヴァとふたたび戦っ

て勝利をおさめました。ナーラダジーからさまざまな半神について話を聞いたことがありま

した。また主シュリー・クリシュナの４人の完全拡張体のひとりで、三番目にあたります。

父親であるシュリー・クリシュナにブラーフマナの栄光について尋ねたこともあります。ヤ

ドゥ家の兄弟同士で戦ったとき、ヴリシュニ家の王のひとりボージャの手で殺害されました。

死後、自分本来の姿にもどっていきました。 

チャールデーシュナ（Cärudeñëa） シュリー・クリシュナとルクミニーデーヴィーの

もうひとりの子息。ドゥラウパディーのスヴァヤンヴァラ儀式のときに参列しました。兄弟

や父親同様、偉大な戦士で、ヴィニニダカと戦って殺しました。 

サーンバ（Sämba） ヤドゥ王家の偉大な英雄のひとりで、主シュリー・クリシュナと

その妻ジャーンバヴァティーのあいだに生まれました。矢を射る技術をアルジュナから学び、

マハーラージ・ユディシュティラの時代の議会に参加しました。マハーラージ・ユディシュ

ティラのラージャスーヤ・ヤギャにも参加しています。ヴリシュニ家の人々がプラバーサ・

ヤギャに参加したとき、サーンバの誉れ高い⾏動が主バラデーヴァのまえでサーテャキによ

って語られました。マハーラージ・ユディシュティラがおこなったアシュヴァメーダ・ヤギ

ャのときに、父親である主シュリー・クリシュナと参加しました。あるとき、リシたちのま

えで、兄弟たちにまじって妊婦のふりをし、冗談のつもりで、どんな子が生まれるか当てて

みるよう聞きました。リシたちは、「鉄の塊が生まれる、それがヤドゥ家の兄弟間の争いの

原因になる」と予言しました。翌朝、サーンバは鉄の塊を産み落とし、その塊の処理ウグラ

セーナにまかされました。じつは、その兄弟間の争いは予言されており、サーンバはその争

いで死んでいます。 

この主クリシュナの子息たちが、高尚な父親を迎えるために、横たわっていたり、座って

いたり、食事をしていたりしていましたが、すべてを投げだして、宮殿を飛びだしていきま

した。 

 

第１８節第１８節第１８節第１８節 
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ヴァーラネーンドゥランム プラスクリテャ 

väraëendraà puraskåtya 
 

ブラーフマナイヒ サスマンガライヒ 

brähmaëaiù sasumaìgalaiù 
 

シャンカハ・トゥーリャ・ニナーデーナ 

çaìkha-türya-ninädena 
 

ブラフマ・ゴホーシェーナ チャードゥリターハ 

brahma-ghoñeëa cädåtäù 
 

プラテュッジャグムー ラタハイル フリシュターハ 

pratyujjagmü rathair håñöäù 
 

プラナヤーガタ・サードフゥヴァサーハ 

praëayägata-sädhvasäù 
 

väraëa-indram—吉兆な使命を持つ象たち; puraskåtya—前面に置いて; brähmaëaiù—

ブラーフマナたちによって; sa-sumaìgalaiù—吉兆なすべての印で; çaìkha—法螺貝; 

türya—ラッパ; ninädena—〜の音で; brahma-ghoñeëa—ヴェーダの聖歌を唱えることで; 

ca—そして; ädåtäù—讃えた; prati—〜に向かって; ujjagmuù—急いで進んだ; rathaiù—馬

車で; håñöäù—歓喜の中で; praëayägata—愛情に満たされて; sädhvasäù—あらゆる敬意を

こめて。 
 

かれらは、花を手にしたブラーフマナたちと馬車に乗り、主をめざして駆けつけた。その

まえには幸運の象徴である象たちが進み、法螺貝やラッパが吹きならされ、ヴェーダ聖歌が

唱えられた。こうして、愛情をこめた敬意をしめしたのである。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

偉大な人物を迎えるヴェーダ式の歓迎は、その人物のために愛情と尊敬をこめた雰囲気を

かもしだすことにあります。そのような吉兆な歓迎の雰囲気をかもしだす道具についてこの

節が述べており、そのなかには法螺貝、花、お香、飾られた象、そしてヴェーダ経典の節を

唱える正しいブラーフマナたちが含まれています。そのような歓迎の儀式には、迎える者と

迎えられる者の十分な誠実がこめられています。 

 

第１９節第１９節第１９節第１９節 
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ヴァーラムキハャーシュ チャ シャタショー 

väramukhyäç ca çataço 
 

ヤーナイス タドゥ・ダルシャノートゥスカーハ 

yänais tad-darçanotsukäù 
 

ラサトゥ・クンダラ・ニルバハータ・ 

lasat-kuëòala-nirbhäta- 
 

カポーラ・ヴァダナ・シュリヤハ 

kapola-vadana-çriyaù 
 

väramukhyäù—名高い娼婦たち; ca—そして; çataçaù—数百人の〜; yänaiù—乗り物に

乗って; tat-darçana—主シュリー・クリシュナに会うために; utsukäù—強く切望して; 

lasat—かかっている; kuëòala—耳飾り; nirbhäta—まばゆい; kapola—額; vadana—顔; 

çriyaù—美しさ。 
 

同時に、数多くの名高い娼婦たちもさまざまな乗り物に揺られて道路を進んだ。主に会い

たい一心でやってきたかのじょたちの美しい顔はきらめく耳飾りで彩られ、その額の美しさ

をきわだたせている。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

娼婦であっても、主の献愛者であれば嫌悪する必要はありません。つい最近まで、インド

の大都市には主の誠実な献愛者でもある娼婦が多くいました。運命のいたずらで、社会的に

さげすまれるような仕事をしなくてはならないことがありますが、それが献愛奉仕の妨げに

はなるわけではありません。献愛奉仕はどのような状況でも妨げられることはありません。

この節から、約5,000年昔の当時でさえ、主クリシュナの住むドゥヴァーラカーのような都

市にも娼婦たちがいたことがわかります。これは、社会を適切に維持させるためにも娼婦の

存在が必要だったことを物語っています。政府は飲酒できる施設を用意しますが、だからと

いって飲酒を奨励しているわけではありません。要点は、どうしても酒を飲みたいと思う人

たちがいるということであり、大都市で禁酒法を制定してしまえば、酒の密売を助⻑する結

果になることは知られた事実です。同じように、家庭で満たされない男性たちにはしかるべ

き便宜も必要であり、もし娼婦がいなければ、低い意識を持つ男性たちが他の人々を売春に

かりたてることになります。ですから、公に娼婦との関係を持つことができれば、社会の尊

厳は維持されます。売春が助⻑されるような社会になるよりは、売春を職業とした環境があ

るほうが望ましいといえます。真の矯正とは人々をして主の献愛者になるよう啓蒙すること

であり、その結果、暮らしを堕落させる要素を抑制することができます。 

ヴィシュヌ・スヴァーミーのヴァイシュナヴァ派に属するシュリー・ビルヴァマンガラ・

タークラという偉大なアーチャーリャは、世帯者として暮らしていたとき、主の献愛者のチ



ンターマニという娼婦にすっかり心を奪われていました。ある夜タークラは、どしゃぶりの

雨と雷のなか、チンターマニの家を訪ねましたが、かのじょはそのような恐ろしい夜に、タ

ークラが怒濤逆巻く川を渡って来たことに仰天しました。そして、自分のようなつまらない

人間の肉や骨に心を奪われるのではなく、主の超越的な美しさの魅⼒を得るために献愛奉仕

に正しく活用できるはず、とタークラ・ビルヴァマンガラを戒めました。その娼婦の言葉は

タークラの人生を一転させ、やがて精神的悟りの道を歩きはじめました。のちにタークラは

その娼婦を精神指導者として受けいれ、書き残した文献のなかで、自分に正しい道をしめし

てくれたチンターマニという名前を幾度か讃えています。 

『バガヴァッド・ギーター』（第９章・第32節）で主は言っています。「プリターの子

よ。卑しいチャンダーラの家庭に生まれても、あるいは不信心者の家庭に生まれても、さら

に娼婦であっても、わたしへの無垢な献愛奉仕に身をゆだねれば、人生の完成に到達できる。

献愛奉仕の道には、卑しい誕生や職業による障害などまったくないからである。その道は、

従う気持ちのある者には、大きく開かれている」 

ドゥヴァーラカーの娼婦たちは、主に会いたくてたまらず、また全員無垢な献愛者だから

こそ、『バガヴァッド・ギーター』のこの言葉のように、解脱の道を進んでいることがわか

ります。ですから、社会に必要な唯一の矯正は、市⺠を主の献愛者に変える組織だった努⼒

が必要だということであり、そうすることで天国の住人の質のすべてがかれらの内に培われ

る、ということです。いっぽう、献愛者でない者たちには、どれほど物質的に高められてい

ても優れた質はまったくありません。その違いは、主の献愛者は解脱の道を歩き、そして非

献愛者は物質的束縛につながる道をさらに進んでいく、ということです。文化の発達の基準

は、人々が正しく教化されているか、そして解脱の道を歩いているか、という点にあります。 

 

第２０節第２０節第２０節第２０節 

 

Na$=NaTaRk-GaNDavaR" SaUTaMaaGaDaviNdNa"      ) 
GaaYaiNTa caetaMaëaek-cirTaaNYad(>auTaaiNa c )) 20 )) 

 
ナタ・ナルタカ・ガンダハルヴァーハ 

naöa-nartaka-gandharväù 
 

スータ・マーガダハ・ヴァンディナハ 

süta-mägadha-vandinaù 
 

ガーヤンティ チョーッタマシュローカ・ 

gäyanti cottamaçloka- 
 

チャリターニ アドゥブフターニ チャ 

caritäny adbhutäni ca 
 



naöa— 劇 作 家 ; nartaka— 踊 り 手 ; gandharväù— 絶 妙 な 歌 手 ; süta— 歴 史 学 者 ; 

mägadha— 系図 学 者 ; vandinaù— 博 識 な吟 唱家 ; gäyanti— 唱え る ; ca— そ れぞ れ ; 

uttamaçloka—至高主; caritäni—活動; adbhutäni—どれも超人的である; ca—そして。 
 

優れた劇作家、芸術家、踊り手、歌手、歴史学者、系図学者、博識な吟唱家たちが、主の

超人的な娯楽に感銘を受けてそれぞれの能⼒を次々と披露した。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

この節から、5,000年まえの社会でも劇作家、芸術家、踊り手、歌手、歴史学者、系図学

者、演説者たちが必要だったことがわかります。ダンサー、歌手、役者などはシュードラ社

会の人々の仕事ですが、博学な歴史学者、系図学者、演説者はブラーフマナ社会の人々がそ

の仕事をします。各自が特定の階級に属し、それぞれの家系で訓練を受けます。このような

劇作家、踊り手、歌手、歴史学者、系図学者、演説者たちは通俗なことにはかかわらず、さ

まざまな時代や創造期での主の超人的な活動にまつわる話題を克明に表現します。また、そ

れは年代順に描写されるわけではありません。どのプラーナでも、さまざまな時代や時や惑

星にまつわる至高主に関連する歴史的事実が述べられています。それが年代順になっていな

い理由です。ですから現代の歴史学者は各史実をつなげて見ることができず、プラーナを想

像上の話として勝手な結論を出しています。 

インドでは100年まえでさえ、どの劇作家も至高主の超人的な活動を中心にして話をして

いました。一般の人たちは演劇を心から楽しみ、ヤートラー（yäträ）の劇団は主の超人的

な活動を巧みに演じ、こうして文字が読めない農⺠でさえ、学術的な資質はほとんどなくて

もヴェーダ経典の知識にかかわることができます。一般の人たちを精神的に啓蒙させるため

にも、熟達した劇を演ずる役者、踊り手、歌手、語り手たちが必要になります。系図学者は、

特定の家族の子孫について完璧に説明をします。いまでも、インドの巡礼地にいる案内者は、

初めて訪れる人たちに完璧な家系図をしめすことができます。このようなすばらしい活動を

とおして、そのような重要な情報を得た観客たちがさらに魅了されていきます。 

 

第２１節第２１節第２１節第２１節 

 

>aGava&STa}a bNDaUNaa& PaaEra<aaMaNauviTaRNaaMa(  ) 
YaQaaivDYauPaSa(r)MYa SaveRza& MaaNaMaadDae   )) 21 )) 

 
バハガヴァーンムス タトゥラ バンドフゥーナーンム 

bhagaväàs tatra bandhünäà 
 

パウラーナーンム アヌヴァルティナーンム 

pauräëäm anuvartinäm 



 
ヤタハー・ヴィディ ウパサンガミャ 

yathä-vidhy upasaìgamya 
 

サルヴェーシャーンム マーナンム アーダデヘー 

sarveñäà mänam ädadhe 
 

bhagavän—シュリー・クリシュナ、人格主神; tatra—その場所で; bandhünäm—友人た

ち の ; pauräëäm— 市 ⺠ た ち の ; anuvartinäm— 主 を 歓 迎 す る た め に 来 た 人 々 ; 

yathä-vidhi—義務として; upasaìgamya—近くに来ている; sarveñäm—すべての人々に; 

mänam—名誉と敬意; ädadhe—捧げた。 
 

主クリシュナ、人格主神は市⺠たちに近づき、迎えにきた友人、親族、市⺠など、すべて

の人々それぞれにふさわしい敬意をはらった。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

最高人格主神は、決して非人格ではありませんし、献愛者の気持ちに応えられないような

命のない存在ではありません。この節にあるyathä-vidhi（ヤタハー・ヴィディ）「当然の義務と

して」という言葉は重要です。主は「自分がなすべきこと」としてさまざまな称讃者や献愛

者に応えているのです。もちろん純粋な献愛者は主以外に仕える人はいませんから、主もそ

のように接します。だからこそ主も純粋な献愛者たちに当然の義務として対応します、つま

り、純粋な献愛者すべてに気を配っている、ということです。主には姿がないと考える人々

がいますし、また主もそのような人々に個人的な興味をしめしません。主は、各自の精神的

意識の高まりに応じて生命体たちを満足させます。そしてそのような対応の例が、主を迎え

にきたさまざまな人々をとおして表わされています。 

 

第２２節第２２節第２２節第２２節 

 

Pa[ûai>avadNaaëezk-rSPaXaRiSMaTae+a<aE"      ) 
AaìaSYa caìPaake->Yaae vrEêai>aMaTaEivR>au"  )) 22 )) 

 
プラフヴァービヒヴァーダナーシュレーシャ・ 

prahväbhivädanäçleña- 
 

カラ・スパルシャ・スミテークシャナイヒ 

kara-sparça-smitekñaëaiù 
 

アーシュヴァーッシャ チャーシュヴァパーケービョー 

äçväsya cäçvapäkebhyo 
 

ヴァライシュ チャービヒマタイル ビブフフ 

varaiç cäbhimatair vibhuù 



prahvä—頭を下げることで; abhivädana—言葉で挨拶することで; äçleña—抱きしめて

いる; kara-sparça—手を握っている; smita-ékñaëaiù—微笑みかけることで; äçväsya—激

励することで ; ca—そして ; äçvapäkebhyaù—犬を食べるような最下等の人々まで ; 

varaiù—恩恵によって; ca—もまた; abhimataiù—〜に望まれたように; vibhuù—全能者。 
 

全能の主は、居あわせたすべての人々に、頭を下げたり、挨拶を交わしたり、抱擁したり、

手を取ったり、見つめたり、微笑んだり、約束したり、恩恵を授けたりしながら、出迎えに

応えた。最下級の人々にでさえ。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

主シュリー・クリシュナを迎える人たちには、ヴァスデーヴァ、ウグラセーナ、ガルガム

ニ、すなわち父親、祖父、教師から、娼婦、犬を食べるチャンダーラまで、さまざまな人々

が含まれ、そのすべての人たちが、それぞれの地位に応じて主から適切な挨拶を受けました。

生命体はだれであっても主と分離した純粋な部分体ですから、必ず主との永遠な絆をもって

います。純粋な生命体は、物質自然の様式の穢れに応じてさまざまな段階に分けられますが、

主はその部分体がどのような物質的段階にいてもかれらを等しく愛しています。主はこのよ

うな物質的生命体を主の王国に呼びもどすために降誕するのであり、知性のある人は、人格

主神が生命体に与えたその機会を活用します。主はだれであっても神の王国に入ることを拒

みませんが、その世界を受けいれるかどうかは生命体にかかっています。 

 

第２３節第２３節第２３節第２３節 

 

SvYa& c Gauåi>aivR„Pa[E" SadarE" SQaivrEriPa  ) 
AaXaqi>aRYauRJYaMaaNaae_NYaEvRiNdi>aêaivXaTPaurMa( )) 23 )) 

 
スヴァヤンム チャ グルビヒル ヴィプライヒ 

svayaà ca gurubhir vipraiù 
 

サダーライヒ スタハヴィライル アピ 

sadäraiù sthavirair api 
 

アーシールビヒル ユッジャマーノー ニャイル 

äçérbhir yujyamäno 'nyair 
 

ヴァンディビヒシュ チャーヴィシャトゥ プランム 

vandibhiç cäviçat puram 
 

svayam—主自身; ca—もまた; gurubhiù—年⻑の親族たちによって; vipraiù—ブラーフ

マナたちによって ; sadäraiù—彼らの妻たちと ; sthaviraiù—病弱な ; api— もまた ; 



äçérbhiù—〜の祝福によって; yujyamänaù—〜に讃えられて; anyaiù—他の者たちによっ

て; vandibhiù—称讃者たち; ca—そして; aviçat—入った; puram—都市。 
 

そして主は都に入っていた。年⻑の親族たち、妻たちを伴った病弱なブラーフマナたちが

主につづき、だれもが祝福を与え、主の栄光を歌っている。他の人々も主の栄光を讃えてい

る。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

ブラーフマナたちは、将来の隠遁生活のために貯金をすることなどまったく考えていませ

んでした。年をとって体が衰弱すると、妻とともに王の傘下に入り、王の栄光ある⾏動を讃

えるだけの生活を始め、そして生活に必要なものすべてを受けとります。しかし、王にへつ

らっているというわけではありません。王はかれらの称讃によってじっさいに誉れ高い存在

となり、ブラーフマナたちによって、威厳に満ちた、そして敬虔な生活をするよう⼒づけら

れます。主シュリー・クリシュナはあらゆる栄光に浴するに値する人物であり、讃えている

ブラーフマナや他の人々も、主の栄光を唱えることでさらに誉れ高い存在になるのです。 

 

第２４節第２４節第２４節第２４節 

 

raJaMaaGa| GaTae k*-Z<ae Üark-aYaa" ku-l/iñYa" ) 
hMYaaR<YaaååhuivRPa[ Tadq+a<aMahaeTSava"     )) 24 )) 

 
ラージャ・マールガンム ガテー クリシュネー 

räja-märgaà gate kåñëe 
 

ドゥヴァーラカーヤーハ クラ・ストゥリヤハ 

dvärakäyäù kula-striyaù 
 

ハルミャーニ アールルフル ヴィプラ 

harmyäëy äruruhur vipra 
 

タドゥ・イークシャナ・マホートゥサヴァーハ 

tad-ékñaëa-mahotsaväù 
 

räja-märgam— 公 道 ; gate— 通 り す ぎ る 時 ; kåñëe— 主 ク リ シ ュ ナ に よ っ て ; 

dvärakäyäù— ド ゥ ヴ ァ ー ラ カ ー の 都 の ; kula-striyaù— 高 貴 な 家 系 の 淑 女 た ち ; 

harmyäëi— 宮 殿 の 上 で ; äruruhuù— 上 っ た ; vipra— お お 、 ブ ラ ー フ マ ナ た ち よ ; 

tat-ékñaëa—主（クリシュナ）を見るためだけに; mahä-utsaväù—盛大な祭典と考えた。 
 

主クリシュナが公道を歩くと、ドゥヴァーラカーに住む貴婦人たちが、主を見ようと宮殿

の屋上にのぼった。この出来事を盛大な祭典と考えていたのである。 



要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

ドゥヴァーラカーという都会の女性が考えたように、主を見つめる⾏為そのものがすばら

しい祝典であることに疑いの余地はありません。これは、いまでもインドの信仰心篤い女性

たちが従っていることです。とくに、ジュラナやジャンマーシュタミーの祭典になると、女

性たちは、主の超越的かつ永遠な姿が崇拝されている寺院に大挙して集まってきます。寺院

で祭られている主の超越的な姿は、主その方とまったく同じです。そのような主の姿をアル

チャ・ヴィグラハ（arca-vigraha）あるいはアルチャー化身といい、物質界にいる無数の献

愛者の奉仕を促進させるために、主が内なる⼒をとおして分身させた姿です。物質的な感覚

では主の精神的な気質を知覚できないために、主は、見たかぎり、土、木、石といった物質

で作られているアルチャ・ヴィグラハの姿を受けいれますが、その物質の姿に穢れはいささ

かもありません。主はカイヴァリャ（kaivalya）「唯一」であることから、主のうちに物質

はないのです。主は絶対唯一の存在ですから、全能の主は、物質概念に穢されることなく、

どのような姿をとおしてでも現われることができます。ですから、主の寺院でよくおこなわ

れている祭典は、約5000年前に主がドゥヴァーラカーにいたときの祭典に似ています。精

神的科学を知りつくした権威あるアーチャーリャたちは、一般の人々のために規定原則どお

りに主の寺院を建設しますが、精神的科学を知らない知性に欠ける人々は、その素晴らしい

崇拝⾏為を偶像崇拝と解釈し、かれらの理解を越えていることなのにいろいろと難癖をつけ

ます。ですから、主の崇高な姿を見たい一心で主の寺院での祭典に参加する女性も男性も、

主の崇高な姿を信じない者たちより1,000倍も尊いのです。 

この節からは、ドゥヴァーラカーの住⺠が壮麗な宮殿をもっていたことがわかります。こ

の都市の繁栄を物語っているのです。女性たちはそのパレードと主を見ようと宮殿の屋上に

あがりました。道路にいる人々といっしょに見ようとしなかったのですから、女性たちの尊

厳が完璧に守られていたのです。男性との間違った平等はありませんでした。女性の尊厳は、

男性と離れていることでさらに上品に保たれます。異性同士は無制限に交わるべきではあり

ません。 

 

第２５節第２５節第２５節第２５節 

 

iNaTYa& iNarq+aMaa<aaNaa& YadiPa Üark-aEk-SaaMa(    ) 
Na ivTa*PYaiNTa ih d*Xa" ié[YaaeDaaMaa(r)MaCYauTaMa( )) 25 )) 

 
ニテャンム ニリークシャマーナーナーンム 

nityaà nirékñamäëänäà 
 

ヤドゥ アピ ドゥヴァーラカウカサーンム 

yad api dvärakaukasäm 
 



ナ ヴィトゥリピャンティ ヒ ドゥリシャハ 

na vitåpyanti hi dåçaù 
 

シュリヨー ダハーマーンガンム アチュタンム 

çriyo dhämäìgam acyutam 
 

nityam—定期的に、いつも; nirékñamäëänäm—主を見つめる者たちの; yat—ではある

が; api—〜にもかかわらず; dvärakä-okasäm—ドゥヴァーラカーの住人たち; na—決して

な い ; vitåpyanti— 満 足 し て ; hi— 確 か に ; dåçaù— 見 る こ と ; çriyaù— 美 し さ ; 

dhäma-aìgam—肉体の根源; acyutam—完全無欠の方。 
 

ドゥヴァーラカーの住人たちは、すべての美の源、完全無欠の主を定期的に見るのが習慣

になっていたのだが、主を見飽きることは決してなかった。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

ドゥヴァーラカーの女性たちが宮殿の屋上にあがったとき、完全無欠の主の美しい体をこ

れまで何度も見ていたことなど考えてもいませんでした。これは、主を見る望みは決して満

たされないことを物語っています。物質的なものは何度も見てもやがてその魅⼒を失ってし

まうものであり、それが自然の摂理です。飽満の原理は物質的なものに生じますが、精神界

には存在しません。この節の「完全無欠」という言葉には重要な意味があります。主は私た

ちへの慈悲心から地上に降誕しましたが、それでも完全無欠の状態にありました。生命体は

必ず間違いをおかします、なぜなら、物質界と接触することで本来の精神的正体を見失うた

め、物質の肉体は、物質自然界の法則によって誕生、成⻑、変質、条件、劣化、消滅という

経過をたどるからです。主の体はそのような体ではありません。本来の姿で降誕し、決して

自然界の法則に影響されることはありません。主の体は存在するものすべての源、私たちの

経験を超えたあらゆる美しさの根源です。ですから、主の崇高な体を見てもぜったいに、だ

れも見飽きることがありません。見るたびに、さらに新しい美しさを感じるからです。超越

的な名前、姿、気質、主にまつわる物事など、すべては精神的な表われであり、主の聖なる

名前を唱えても、主の特質について語りあっても飽きることはありませんし、主にかかわる

ことに限りはありません。主はすべての源であり、なおかつ無限な方なのです。 

 

第２６節第２６節第２６節第２６節 

 

ié[Yaae iNavaSaae YaSYaaer" PaaNaPaa}a& Mau%& d*XaaMa( ) 
bahvae l/aek-Paal/aNaa& Saar(r)a<aa& PadaMbuJaMa(   )) 26 )) 

 
シュリヨー ニヴァーソー ヤッショーラハ 

çriyo niväso yasyoraù 



 
パーナ・パートゥランム ムカハンム ドゥリシャーンム 

päna-pätraà mukhaà dåçäm 
 

バーハヴォー ローカ・パーラーナーンム 

bähavo loka-pälänäà 
 

サーランガーナーンム パダーンムブジャンム 

säraìgäëäà padämbujam 
 

çriyaù— 幸 運 の 女 神 の ; niväsaù— 住 む 場 所 ; yasya— 〜 で あ る 方 ; uraù— 胸 ; 

päna-pätram—容器; mukham—顔; dåçäm—目の; bähavaù—腕; loka-pälänäm—管理す

る半神たちの; säraìgäëäm—真髄あるいは本質について語ったり歌ったりする献愛者たち

の; pada-ambujam—その蓮華の御足。 
 

主の胸には幸運の女神が住んでいる。月のようなその顔は、美しいものを求める目のため

にある器である。主の腕は、管理する立場にある半神たちが身をゆだねる場所である。そし

て主の蓮華の御足は、主以外のことでは語りも歌いもしない純粋な献愛者たちが身をゆだね

る場所である。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

多くの人々が、多様な対象からさまざまな楽しみを探しもとめています。幸運の女神の恩

寵を得ようとする人々がいます、そしてヴェーダ経典がそのような人たちのためにその場所

について情報を提供しています――木はすべて望みの木、建物はすべて試金石でできている

主の超越的住居・チンターマニ・ダーマ（cintämaëi-dhäma）（＊１）で、主は何千何万

もの幸運の女神から深い敬意のこもった奉仕を受けている――と。主ゴーヴィンダはそこで、

スラビ牛の世話をするという自分本来の仕事をしています。そして、主の容姿の美しさに惹

かれる人はこの幸運の女神たちが見られるようになります。非人格論者は味気ない推論癖が

あるため、幸運の女神を見ることはできません。そして美しい創造物に惹かれている芸術家

たちは、主の美しい顔を見て完全な満足を感じるべきです。主の顔は美しさの権化です。芸

術家が語る美しい自然とは主の微笑みにほかならず、鳥たちの甘露なさえずりは、まさに主

のささやく声そのものです。半神たちは宇宙の管理という管轄の奉仕をまかされていますが、

国にも小さな管理の神々がいます。かれらは競争者をいつも怖がっていますが、主の腕に救

いをもとめれば、主は、かれらが敵から攻撃されるのを守ろうとします。管理奉仕に励む主

の忠実な召使いは理想的な幹部であり、一般市⺠の利益を適切に守ることができます。それ

以外のいわゆる管理者といわれる輩たちは、自分たちが統治する人々を苦境に落としいれる

時代錯誤の象徴にすぎません。管理階級者は、主の腕の保護下にいれば安全です。一切万物

の根本は至高主です。主はサーランム（säram）とも呼ばれますが、主について歌ったり語



ったりする人々をサーランガ（säraìga）・純粋な献愛者といいます。純粋な献愛者は、い

つも主の蓮華の御足を求めています。その御足にはある種の蜜が含まれており、献愛者はそ

の超越的な蜜を味わいます。そのような献愛者は、いつも蜜を求めているミツバチにたとえ

られます。ガウディーヤ・ヴァイシュナヴァ・サンプラダーヤの偉大な献愛者でありアーチ

ャーリャであるシュリーラ・ルーパ・ゴースヴァーミーは、この蓮華の蜜について歌い、自

分をミツバチと比べています。「我が主よ。私はあなたに祈りを捧げます。私の心は、蜜を

求めるミツバチです。ですから、どうかそのような私の心に、すべての超越的蜜の源である

あなたの蓮華の御足という場所をお与えください。私は知っています、ブラフマーのような

巨大な半神たちでさえ⻑い歳月をかけて深い瞑想をしても、あなたの蓮華の御足の爪から放

たれている輝きが見えないことを。おお完全無欠なお方よ、それでも私はその大望をいだい

ています。身をゆだねた献愛者にあなたはひじょうに慈悲深いからです。主マーダヴァよ、

私は自分があなたの蓮華の御足に本物の献愛の心を持っていなこともわかっています、しか

し、あなたは私たちには想像もできないほどの⼒をお持ちですから、不可能なことさえする

ことができます。あなたの蓮華の御足の味は、天上の王国にある甘露さえ遠くおよびません。

だからこそ私はその御足にこれほど魅了されているのです。至上の、そして永遠なる方よ。

ですから、どうか私の心があなたの蓮華の御足に定められますように、そのことであなたへ

の超越的奉仕の甘露を味わえるように」。献愛者は、主の蓮華の御足の元に置かれることで

心から満たされ、あらゆる美しさをたたえた主の顔を見ようという気持ちも、主の⼒強い腕

で守られたいという熱意もありません。生来謙虚な心を持っているからこそ、主はそのよう

な献愛者には心を傾けようとするのです。 
 
＊ 

チンターマニ・プラカラ・サドゥマス カルパ・ヴリクシャ・ 

cintämaëi-prakara-sadmasu kalpa-våkña- 
 

ラクシャーヴリテーシュ・スラビヒル アビヒパーラヤンタンム 

lakñävåteñu surabhér abhipälayantam 
 

ラクシュミー・サハスラ・シャタ・サンムブフラマ・セーヴャマーナンム 

lakñmé-sahasra-çata-sambhrama-sevyamänaà 
 

ゴーヴィンダンム アーディ・プルシャンム タンム アハンム バハジャーミ 

govindam ädi-puruñaà tam ahaà bhajämi 
（『ブラフマ・サムヒター』第５章・第２９節） 

 

第２７節第２７節第２７節第２７節 

 

iSaTaaTaPa}aVYaJaNaEåPaSk*-Ta" 
Pa[SaUNavzŒri>avizRTa" PaiQa   ) 



iPaXa(r)vaSaa vNaMaal/Yaa b>aaE 
gaNaae YaQaak-aeR@uPacaPavEÛuTaE" )) 27 )) 

 
シタータパトゥラ・ヴャジャナイル ウパスクリタハ 

sitätapatra-vyajanair upaskåtaù 
 

プラスーナ・ヴァルシャイル アビヒヴァルシタハ パテヒィ 

prasüna-varñair abhivarñitaù pathi 
 

ピシャンガ・ヴァーサー ヴァナ・マーラヤー ババハウ 

piçaìga-väsä vana-mälayä babhau 
 

ガハノー ヤタハールコードゥパ・チャーパ・ヴァイデュタイヒ 

ghano yathärkoòupa-cäpa-vaidyutaiù 
 

sita-ätapatra—白い日傘; vyajanaiù—チャーマラの扇で; upaskåtaù—〜に仕えられて; 

prasüna—花; varñaiù—シャワーによって; abhivarñitaù—そのように覆われて; pathi—道

路で; piçaìga-väsäù—⻩⾊の⾐服によって; vana-mälayä—花輪によって; babhau—その

ようになった; ghanaù—雲; yathä—〜のように; arka—太陽; uòupa—月; cäpa—虹; 

vaidyutaiù—稲光によって。 
 

主がドゥヴァーラカーの道路を歩いているあいだ、主の頭は白い日傘で陽光から守られて

いた。白い羽の扇が半円形に動き、花ふぶきが道に舞い落ちる。⻩⾊の⾐服と花輪に飾られ

た主の様子は、あたかも⿊い雲が太陽、月、稲妻、虹に同時に囲まれているかのように見え

る。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

太陽、月、虹、稲妻が空に同時に現われることはありません。太陽が照っていれば月の光

はほとんど感じられませんし、雲と虹があれば稲妻は現われません。主の体の⾊は、みずみ

ずしいモンスーンの雲に見えます。主はこの節で雲に、そして主の頭上にかざされた白い日

傘は太陽にたとえられています。白チャーマラ扇の動きが月に、花びらのシャワーは星々に

たとえられています。さらに、主の⻩⾊の⾐服が虹にたとえられています。このような大気

での現象や動きは同時には存在しないことから、ただ比較するだけで理解できるものではあ

りません。このような現象は、主の想像を絶する⼒を考えてこそ納得できるものです。主は

あらゆる⼒をそなえており、主がいれば、主の想像を絶する⼒によってどのような不可能な

ことでも可能になります。しかし、主がドゥヴァーラカーの道を歩いていたときにかもし出

された情景はたとえようもなく美しく、自然現象と比べてこそはじめて説明できるのです。 

 

 



第２８節第２８節第２８節第２８節 

 

Pa[ivíSTau Ga*h& iPa}aae" PairZv¢-" SvMaaTa*i>a" ) 
vvNde iXarSaa Saá devk-IPa[Mau%a Mauda    )) 28 )) 

 
プラヴィシュタス トゥ グリハンム ピトゥローホ 

praviñöas tu gåhaà pitroù 
 

パリシュヴァクタハ スヴァ・マートゥリビヒヒ 

pariñvaktaù sva-mätåbhiù 
 

ヴァヴァンデー シラサー サプタ 

vavande çirasä sapta 
 

デーヴァキー・プラムカハー ムダー 

devaké-pramukhä mudä 
 

praviñöaù—入ったあと; tu—しかし; gåham—家; pitroù—父親の; pariñvaktaù—抱擁し

た; sva-mätåbhiù—自分の⺟親によって; vavande—敬意を払った; çirasä—主の頭; sapta—

７人; devaké—デーヴァキー; pramukhä—〜を筆頭に; mudä—喜んで。 
 

主は、父の家に入ったあと、出迎えた⺟親たちに抱擁され、二人の足元に頭をつけて敬意

を表した。⺟親とは、デーヴァキー（主の実⺟）をはじめとする女性たちである。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

主クリシュナの父親ヴァスデーヴァには、シュリーマティー・デーヴァキーを筆頭にした

18人の妻たちが住む別々の住居をかまえていました。しかし、どの継⺟たちも主に等しく愛

情を注いでいたことが次の節からもわかります。主クリシュナも、実⺟と継⺟を区別して見

ることはなく、出迎えたヴァスデーヴァの妻たち全員に敬意を表しています。経典には７人

の⺟親がいる、と書かれています。 (1) 実⺟、(2) 精神指導者の妻、(3) ブラーフマナの妻、 

(4) 王の妻、 (5) 牛、(6) 乳⺟、(7) 大地。どれも⺟親として見なくてはなりません。この

シャーストラの教えから、父親の妻でもある継⺟も⺟親と同じです。父親は精神指導者のひ

とりと考えられるからです。宇宙の主である主クリシュナは、理想の息子としてふるまい、

継⺟に対してどう接するかを私たちに教えています。 

 

第２９節第２９節第２９節第２９節 

 

Taa" Pau}aMaªMaaraePYa òehòuTaPaYaaeDara"   ) 
hzRivûil/TaaTMaaNa" iSaizcuNaeR}aJaEJaRlE/" )) 29 )) 

 



ターハ プトゥランム アンカンム アーローピャ 

täù putram aìkam äropya 
 

スネーハ・スヌタ・パヨーダハラーハ 

sneha-snuta-payodharäù 
 

ハルシャ・ヴィフヴァリタートゥマーナハ 

harña-vihvalitätmänaù 
 

シシチュル ネートゥラジャイル ジャライヒ 

siñicur netrajair jalaiù 
 

täù—彼女たち全員; putram—息子; aìkam—膝; äropya—〜に置いて; sneha-snuta—愛

情で潤って; payodharäù—〜で満たされた乳房; harña—嬉しさ; vihvalita-ätmänaù—〜で

満たされて; siñicuù—濡れて; netrajaiù—目から; jalaiù—水。 
 

⺟親たちは、息子を抱きしめたあと主を膝に乗せた。無垢な愛情から、⺟親たちの胸から

⺟乳があふれだしている。歓喜に満たされたかのじょたちは、涙で主を濡らすのだった。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

主クリシュナがヴリンダーヴァンにいたころ、牛たちでさえ主への愛情ゆえに乳房は⺟乳

で濡れていました。主は、自分に愛情を寄せるどのような生物の乳首からでも⺟乳を引きだ

のですから、⺟親と同じ境地にいる継⺟たちが表わした愛情のきざしは当然のことだったの

です。 

 

第３０節第３０節第３０節第３０節 

 

AQaaivXaTa( Sv>avNa& SavRk-aMaMaNautaMaMa(    ) 
Pa[aSaada Ya}a PaÒqNaa& Sahóai<a c zae@Xa )) 30 )) 

 
アタハーヴィシャトゥ スヴァ・バハヴァナンム 

athäviçat sva-bhavanaà 
 

サルヴァ・カーマンム アヌッタマンム 

sarva-kämam anuttamam 
 

プラーサーダー ヤトゥラ パトゥニーナーンム 

präsädä yatra patnénäà 
 

サハスラーニ チャ ショーダシャ 

sahasräëi ca ñoòaça 
 

atha— そ の あ と ; aviçat— 入 っ た ; sva-bhavanam— 自 分 の 宮 殿 ; sarva— す べ て ; 

kämam—望み; anuttamam—あらゆる面で完璧な; präsädäù—宮殿; yatra—〜の場所; 



patnénäm—〜人の妻たちの; sahasräëi—数千; ca—それに加えて; ñoòaça—16。 
 

そのあと主は、非の打ちどころのない宮殿に入った。妻たちが住んでいたのだが、その数

は16,000人以上にのぼった。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

主クリシュナには16,108人の妻がおり、その一人ひとりが生活に必要な屋敷や庭園を完

全にそなえた宮殿に住んでいました。この宮殿については、本書の第10編に詳述されていま

す。どの宮殿も最上級の大理石で作られ、宝石の光で輝き、金のレースや刺繍で見事に装飾

されたベルベットや絹のカーテンや絨毯で飾られていました。人格主神は、あらゆる⼒、あ

らゆる⼒、あらゆる富、あらゆる美しさ、あらゆる知識、あらゆる放棄心を完全にそなえた

人物です。ですから主の宮殿には、主の望みをすべて満たす環境が整えられていました。主

は無限な方ですから主の望みも無限であり、その供給も無限です。すべてが無限ですから、

この節では、sarva-kämam（サルヴァ・カーマンム）「望みどおりの品々がすべてそなわってい

る」という簡潔な言葉が使われています。 

 

第３１節第３１節第３１節第３１節 

 

PaTNYa" PaiTa& Pa[aeZYa Ga*haNauPaaGaTa& 
ivl/aeKYa SaÅaTaMaNaaeMahaeTSava" ) 

otaSQauraraTa( SahSaaSaNaaXaYaaTa( 
Saak&- v]TaEv]s„i@Tal/aecNaaNaNaa"  )) 31 )) 

 
パトゥニャハ パティンム プローッシャ グリハーヌパーガタンム 

patnyaù patià proñya gåhänupägataà 
 

ヴィローキャ サンジャータ・マノー・マホートゥサヴァーハ 

vilokya saïjäta-mano-mahotsaväù 
 

ウッタストフゥル アーラートゥ サハサーサナーシャヤートゥ 

uttasthur ärät sahasäsanäçayät 
 

サーカンム ヴラタイル ヴリーディタ・ローチャナーナナーハ 

säkaà vratair vréòita-locanänanäù 
 

patnyaù—淑女たち（主シュリー・クリシュナの妻たち）; patim—夫; proñya—家を離れ

ていた方 ; gåha-anupägatam—今、家に戻ってきた ; vilokya—そのように見ている ; 

saïjäta— 高 め て ; manaù-mahä-utsaväù— 心 の 中 で の 喜 び に 満 ち た 儀 式 の 感 情 ; 

uttasthuù—立ち上がった; ärät—遠くから; sahasä—突然; äsanä—座っていた席から; 



äçayät—瞑想の境地から; säkam—〜と共に; vrataiù—誓い; vréòita—恥ずかしそうに見つ

めている; locana—目; änanäù—そのような顔で。 
 

主シュリー・クリシュナの后たちは、⻑く国外にいた夫を見る喜びを心のなかで味わって

いた。座って瞑想していた席からすぐに立ちあがり、社会の慣習にならってヴェールで顔を

覆い、はにかむように主を見つめた。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

上記のように、主は16,108人の女王が住む自分の宮殿に入りました。これは、主がすぐ

さま自分の体を女王たちと宮殿と同じ数に、まったく同じに、そして別々に分身させたとい

うことです。ここに主の内なる⼒を見ることができます。主は絶対唯一の方ですが、望みど

おりに自分の精神的な姿を無数に分身させることができます。シュルティ・マントラで確証

されているように、絶対真理者は唯一の方ですが、望んだ瞬間に自らを無数に分身させるこ

とができます。この至高主の無数の分身体は、完全分身から分離した分身として現わされま

す。分離した分身とは、主の⼒の現われのことで、完全分身とは主自らの現われです。この

ように、人格主神は自らを16,108に分身させ、同時に女王たちの宮殿に入りました。これ

がvaibhava（ヴァイバハヴァ）、すなわち主の超越的な⼒です。そして、主はそれができるから

こそ、ヨーゲーシュヴァラ（Yogeçvara）という名前でも知られています。ふつう、ヨーギ

ー・神秘的生命体は、自分の体を10倍に分身させることができますが、主は何千もの、あ

るいは際限なく望みどおりに分身させることができます。信仰心を持たない人々は、主クリ

シュナが16,000人以上の王女と結婚したことを聞いて驚きます。主クリシュナを自分と同

じ人間と考えていますし、限られた能⼒で主の⼒のことを判断するからです。ですから、主

は、主の中間の⼒の現われにすぎないふつうの生命体とは異なる段階にあることを知るべき

であり、また⼒と⼒の源を、質的にはほとんど違いはなくても、同じものとして見てはなり

ません。女王たちも主の内なる⼒の現われですから、双方の関係は、⼒と⼒の源が、崇高な

娯楽という超越的な楽しみを永遠に交わしていると解釈すべきです。ですから、主がこれほ

ど多くの女性と結婚したことを聞いても驚くに値しません。たとえ160億人の妻と結婚した

としても、主は自らの無限・無尽蔵の⼒を完全に表わしたわけではないと確信しなくてはな

りません。主はたった16,000人の女性と結婚し、それぞれの宮殿に入った――それは、主

は人類史上のどれほど⼒強い人間とも比較にならず、劣らないことを世に知らしめるために

そうしたのです。ですから、だれも主と等しく、主を凌ぐ者はいません。主は、あらゆる面

でつねに偉大な方です。「神は偉大である」という表現は、永遠の真理なのです。 

ですから、クルクシェートラの戦いに加わるために⻑く国外にいた夫を離れたところから

見た女王たちは、深い瞑想から覚め、こよなく愛する夫を迎える準備をしました。『ヤーギ



ャヴァルキャ』の宗教の教えによると、夫が家庭から離れている妻は、社会の⾏事に参加し

たり、化粧をしたり、笑ったり、どのような状況でも親族の家に⾏ってはいけない、とされ

ています。これが、夫が家を離れている女性の誓いです。また、妻はよごれた格好で夫のま

えに姿を見せてはいけない、と言われています。宝石を身につけ、清潔な⾐服を身につけ、

そして幸福な、あるいは楽しい気持ちで接しなくてはならない、とも言われています。主ク

リシュナの后たちは全員瞑想し、主がいないことを考え、いつも主のことを瞑想していまし

た。主の献愛者は、主を瞑想しなければ一瞬たりとも生きられません。ですから、女王とな

ってドゥヴァーラカーでの主の娯楽に加わった幸運の女神たちも同じです。主がその場にい

なければ、あるいは主を瞑想しなければ、主と離れては生きていけないのです。ヴリンダー

ヴァンのゴーピーたちは、少年だった主が牛たちを森に連れていっているあいだ片時も主が

忘れられませんでした。主クリシュナが村から離れているあいだ、家にいるゴーピーたちは、

主がやわらかい蓮華の御足で荒れた地面を歩いている姿を思って心配していました。その思

いから沸きあがる法悦心に包まれたり、心を痛めたりしていました。それが主の純粋な交流

者の境地であり、女王たちも、主がそばにいなければ法悦の境地に浸っていました。そして

いま、遠くから主を見たかのじょたちは、これまで述べた女性としての誓いを含め、一切の

家事をやめました。シュリー・ヴィシュヴァナータ・チャクラヴァルティー・タークラによ

ると、この出来事には、一連の真理状態が見られます。まず、座っていた席を立ちあがった

ものの、夫を見つめたかったけれども女性特有の恥じらいゆえに思いとどまっています。し

かし強い法悦心ゆえに、その恥じらいよりも主を抱きしめたいという考えが強くなり、その

結果、自分が置かれている状況をすべて忘れました。この頂点の法悦の境地ゆえに形式的な

ことも社会的慣習も一切どうでもよくなり、主に会う道にある障害すべてを克服することが

できました。これこそが、魂の主人、シュリー・クリシュナに会う完璧な境地なのです。 

 

第３２節第３２節第３２節第３２節 

 

TaMaaTMaJaEd*Riíi>arNTaraTMaNaa 
durNTa>aava" Pairrei>are PaiTaMa(   ) 

iNaåÖMaPYaaóvdMbu Nae}aYaae‚ 
ivRl/ÂTaqNaa& >a*GauvYaR vE(c)-vaTa( )) 32 )) 

 
タンム アートゥマジャイル ドゥリシュティビヒル アンタラートゥマナー 

tam ätmajair dåñöibhir antarätmanä 
 

ドゥランタ・バハーヴァーハ パリレービヒレー パティンム 

duranta-bhäväù parirebhire patim 
 

ニルッダハンム アピ アースラヴァドゥ アンブ ネートゥラヨール 

niruddham apy äsravad ambu netrayor 



 
ヴィラッジャティーナーンム ブフリグ・ヴァリャ ヴァイクラヴァートゥ 

vilajjaténäà bhågu-varya vaiklavät 
 

tam—その方（主）に; ätma-jaiù—子息たちによって; dåñöibhiù—その光景によって; 

antara-ätmanä—心のもっとも深い部分によって; duranta-bhäväù—抑えることのできな

い法悦心; parirebhire—抱擁した; patim—夫; niruddham—詰まった; api—にもかかわら

ず; äsravat—涙; ambu—水のしたたりのように; netrayoù—目から; vilajjaténäm—恥じら

いの心境にいる人々の; bhågu-varya—ブリグたちの筆頭者よ; vaiklavät—意図することな

く。 
 

恥じらいを感じていた女王たちは、抑えきることのできない法悦境の強さに、まず心の奥

底で主を抱きしめた。次に目で抱きしめ、そして子どもたちに主を抱きしめにいかせた（そ

れは自分たちが抱きしめることと同じである）。ブリグ家の筆頭者よ。しかし、あふれる思

いを抑えようとしても、ひとりでに涙があふれてくるのだった。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

女王たちは、女性としての恥じらいゆえに、愛しい夫・主シュリー・クリシュナを抱きし

められない妨げが多くあったのですが、主を見つめたり、主を心の奥底に置いたり、そして

我が子たちに主を抱かせたりすることでその思いを満たしました。それでも、ほんとうに抱

きしめたわけではありませんから、涙がとめどなくあふれるのでした。妻は、我が子に夫を

抱かせることで間接的に夫を抱きしめます。その子は⺟親の体の一部として成⻑したからで

す。子を抱きしめることは、性的な点から見れば夫と妻の抱擁そのものとは言えませんが、

愛情の点から見れば夫の心は満たされます。見つめあうことによる抱擁は、愛する者同士の

あいだではさらに強い心の高まりがありますから、シュリーラ・ジーヴァ・ゴースヴァーミ

ーの見解は、そのような夫と妻の感情交換に不適切なことはない、と説明しています。 

 

第３３節第３３節第３３節第３３節 

 

YaÛPYaSaaE PaaìRGaTaae rhaeGaTa‚ 
STaQaaiPa TaSYaax(iga]YauGa& Nav& NavMa(   ) 

Pade Pade k-a ivrMaeTa TaTPada‚ 
Àl/aiPa YaC^¥qNaR JahaiTa k-ihRicTa( )) 33 )) 

 
ヤデャピ アサウ パールシュヴァ・ガトー ラホー・ガタス 

yadyapy asau pärçva-gato raho-gatas 
 

タタハーピ タッシャーングフリ・ユガンム ナヴァンム ナヴァンム 



tathäpi tasyäìghri-yugaà navaà navam 
 

パデー パデー カー ヴィラメータ タトゥ・パダーチ 

pade pade kä virameta tat-padäc 
 

チャラーピ ヤチ チヒリール ナ ジャハーティ カルヒチトゥ 

caläpi yac chrér na jahäti karhicit 
 

yadi—〜であっても; api—確かに; asau—主（主シュリー・クリシュナ）; pärçva-gataù—

まさに近くにいる; rahaù-gataù—完全にひとりだけ; tathäpi—それでも; tasya—主の; 

aìghri-yugam—主の御足; navam navam—ますます新しい; pade—歩み; pade—すべての

歩みで; kä—〜である者; virameta—〜から離れることができる; tat-padät—主の御足から; 

caläpi—動いている; yat—〜である者を; çréù—幸運の女神; na—決して〜ない; jahäti—終

える; karhicit—いつでも。 
 

主シュリー・クリシュナはいつでも后たちの横にいたし、また主は一人しかいなかったけ

れども、かのじょたちにとって主の御足は見るたびに新しく思えた。幸運の女神はいつも落

ちつくことなく動いているが、主の御足からはなれることはできなかった。ならば、ひとた

び身をゆだねたその御足から離れられる女性が、はたしているだろうか。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

条件づけられた生命体は、ひとところに定着しない性格を持つ幸運の女神に恩寵を求めて

います。この世界で生きているかぎり、どれほど賢い人であっても永遠に幸運ではいられま

せん。世界のさまざまな場所に巨大な帝国が築かれ、強い皇帝が国を治め、数多くの幸運な

人たちが現われましたが、やがて次々に姿を消していきました。これが物質自然の法則です。

しかし精神界ではそのようなことはありません。『ブラフマ・サムヒター』によると、主は

数えきれないほどの幸運の女神から深い敬意をこめて仕えられています。女神たちはいつも

だれもいない場所で、そして主といっしょにいます。しかしそれでも、主との交流からは尽

きることのない新鮮な満足感が得られるため、本来いつも落ちつくことなく動いている女神

たちですが、主から一瞬たりとも離れることができません。主との精神的関係からは大きな

活⼒と知恵が得られるため、主にひとたび身をゆだねれば、主から離れることができなくな

ります。 

生命体は、その本来女性の立場にあります。男性あるいは楽しむ側にいるのが主であり、

主のさまざまな勢⼒の表われは、もともと女性です。『バガヴァッド・ギーター』で、生命

体はparä-prakåti（パラー・プラクリティ）「優位の⼒」と呼ばれています。物質要素はaparä-prakåti

（アパラー・プラクリティ）「下位の⼒」です。そのような⼒はつねに使用者、あるいは享楽者の

満足のために使われます。至高の享楽者は主自身であり、それは『バガヴァッド・ギーター』



（第５章・第29節）でも述べられています。ですからそれらの⼒は、主への奉仕に直接使

われるときに自然な⾊彩をよみがえらせ、その結果、⼒と⼒の源に違いはなくなります。 

政府や国のなかで奉仕をしている人は、その最高の享楽者の元でなにかの地位を求めてい

るものです。主は宇宙の内でも外でも万物の至高の享楽者ですから、主に雇用されることで

幸福になれます。主の至高の政府の奉仕にひとたび加われば、その奉仕をやめたいと思う生

人はいません。人間生活の最高完成は、主の至高の奉仕に参加できるよう願うことにありま

す。それが私たちをこのうえない幸せに導いてくれます。主との関係がなければ、いつも動

いている幸運の女神を得ることはできません。 

 

第３４節第３４節第３４節第３４節 

 

Wv& Na*Paa<aa& i+aiTa>aarJaNMaNaa‚ 
Ma+aaEih<aqi>a" Pairv*taTaeJaSaaMa( ) 

ivDaaYa vEr& ìSaNaae YaQaaNal&/ 
iMaQaae vDaeNaaeParTaae iNaraYauDa"  )) 34 )) 

 
エーヴァンム ヌリパーナーンム クシティ・バハーラ・ジャンマナーンム 

evaà nåpäëäà kñiti-bhära-janmanäm 
 

アクシャウヒニービヒヒ パリヴリッタ・テージャサーンム 

akñauhiëébhiù parivåtta-tejasäm 
 

ヴィダハーヤ ヴァイランム シュヴァサノー ヤタハーナランム 

vidhäya vairaà çvasano yathänalaà 
 

ミトホー ヴァデヘーノーパラトー ニラーユダハハ 

mitho vadhenoparato niräyudhaù 
 

evam—こうして; nåpäëäm—王たち、あるいは政治家たちの; kñiti-bhära—地球の重荷; 

janmanäm—そのように生まれた; akñauhiëébhiù—馬、象、馬車、軍などの軍事⼒によっ

て勢⼒を得て; parivåtta—そのような環境のために思い上がって; tejasäm—⼒; vidhäya—

作り出して; vairam—敵意; çvasanaù—風と管植物との相互の影響; yathä—そのように; 

analam— 火 ; mithaù— 互 い に ; vadhena— 彼 ら を 殺 す こ と で ; uparataù— 救 っ た ; 

niräyudhaù—そのような戦いに主自ら加わることなく。 
 

主は、地上の重荷になっていた王たちを殺したあと、安堵した。かれらは、馬、象、戦闘

馬車、軍隊など、膨大な軍事⼒を得たことで傲慢になっていた。主自身はこの戦闘に参加し

ていない。強大な政治家たちのあいだで敵意をあおり、かれらを激突させたのである。主は、

竹をこすりあわせて火を作りだす風のような存在である。 
 



要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
 

この節に述べられているように、生命体は、神の創造物として表わされた物事を楽しむ存

在ではありません。主は、みずから創造した世界にある万物の真の所有者・享楽者です。残

念なことに、幻惑の⼒に影響された生命体は自然界の様式に指図されるままに偽の享楽者に

なっています。神になるという間違った考えで横柄になって当惑した生命体たちは、さまざ

まな活動をとおして物質的な⼒を身につけたために地上の重荷になり、その結果、地球は健

全な精神を持つ人々には住めない場所に変わりはてます。この状況をdharmasya gläëi（ダハ

ルマッシャ グラーニ）、つまり「人類の⼒の誤用」といいます。人間の⼒がまちがって使われ

ると、分別ある人々は、地球の重荷である邪悪な政治家が作りだす苦境に混乱させられるた

め、主はそのような人々を救うために内的⼒をとおして降誕し、世界各地の物質的政治家た

ちが作りだす苦境を緩和させるのです。主は、不要な政治家をひいきにすることはありませ

んが、自分の⼒でその政治家のあいだに敵意を作りだします。それはあたかも、空気が森の

竹同士を摩擦させて火を起こす現象に似ています。山火事は空気の⼒で自然発生しますが、

同じように、政治家たちの敵意も主の見えない計画によって作りだされています。望ましく

ない政治家たちは、偽りの経済⼒と政治⼒で横柄になっており、意見を対立させ、全⼒を使

い果たして疲れきっています。世界の歴史には主の意志がそのまま写しだされており、それ

は生命体たちが主への奉仕に没頭できるようになるまでつづきます。『バガヴァッド・ギー

ター』（第７章・第14節）はこの事実を鮮明に述べています。その節では、「その幻惑さ

せる⼒はわたしの⼒であり、従属的立場にある生命体には、物質界の様式の⼒を克服するこ

とはできない。しかし、わたし（人格主神シュリー・クリシュナ）に身をゆだねる者は、物

質界という巨大な海を渡りきることができる」と言われています。これは、結果にこだわる

活動や推論的哲学や空論では世界に平和や繁栄をもたらすことはできない、ということです。

唯一の方法は至高主への服従であり、そのことで幻惑エネルギーの幻想から解放されます。 

あいにく、破壊的な仕事をしている人々は人格主神に身をゆだねることができません。一

流の愚か者たち、そして最低の人類といえます。学術的知識をそなえているようには見えて

も、じつは知識を奪われています。邪悪な心に満ち、いつも主の至高の⼒に対抗しています。

ひじょうに物質的で、つねに物質的な⼒をもとめ、生命体についてなにも知らないどうしよ

うもない愚か者であり、至高の精神的科学を知らないため、肉体の終わりとともに消滅する

物質的科学に没頭しています。人間生活は主との失われた絆を取りもどすためにあるのです

から、かれらは最低の人類と言え、物質的なおこないに没頭しているためにその機会を失っ

ています。知識を奪われている、と言えるのは、⻑年推測しても人格主神という万物の至高

善を知る境地に到達できないからです。そして、全員が邪悪な主義主張を持っており、そし

てその結果に苦しめられています。その代表者が、ラーヴァナ、ヒラニャカシプ、カムサと

いう物質的な英雄です。 



第３５節第３５節第３５節第３５節 

 

Sa Wz Narl/aeke-_iSMaàvTaq<aR" SvMaaYaYaa  ) 
reMae ñqrÒkU-$=SQaae >aGavaNa( Pa[ak*-Taae YaQaa )) 35 )) 

 
サ エーシャ ナラ・ローケー スミンー 

sa eña nara-loke 'sminn 
 

アヴァティールナハ スヴァ・マーヤヤー 

avatérëaù sva-mäyayä 
 

レーメー ストゥリー・ラトゥナ・クータストホー 

reme stré-ratna-küöastho 
 

バハガヴァーン プラークリトー ヤタハー 

bhagavän präkåto yathä 
 

saù—かれ（最高人格主神）; eñaù—これらすべて; nara-loke—人類の住むこの惑星で; 

asmin—この上で; avatérëaù—現われて; sva—個人的な、内的な; mäyayä—いわれのない

慈悲; reme—楽しんだ; stré-ratna—主の妻になる資格を持つ女性; küöasthaù—〜のあいだ

で; bhagavän—人格主神; präkåtaù—通俗な; yathä—まるで〜だったかのように。 
 

その最高人格主神シュリー・クリシュナが、いわれなき慈悲心からこの惑星に降誕し、自

分にふさわしい女性たちとのふれあいを楽しんだ。あたかも通俗なことをしているかのよう

に。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

主は結婚し、ふつうの世帯者のように暮らしました。確かに通俗なことに見えますが、

16,108人の女性と結婚し、それぞれ別の宮殿に同時に住んでいたのですから、もちろんそれ

は通俗的なことではありません。ですから主が自分にふさわしい妻たちと世帯者として暮ら

したことは決して俗なことではありませんし、妻たちとの⾏動は俗な性的関係として理解で

きるものではありません。もちろん、主の妻になった女性たちもふつうの女性ではありませ

ん。主を夫として迎えるのは、何百万回ものタパッシャ（苦⾏）を経た誕生の結果なのです。

主はさまざまなローカ（loka）・惑星や人間のあいだに降誕し、崇高な娯楽を繰りひろげて

条件づけられた魂たちを魅了させ、そしてかれらを精神界での主の永遠な召使い、友人、両

親、恋人にして、その世界で永遠に奉仕の交換を味わいます。奉仕は物質界でゆがんだ形で

表わされており、その関係は突然こわれ、悲しい結果を作りだします。物質自然によって条

件づけられて幻惑された生命体は、無知ゆえに、俗世界にある関係がはかないことも、欠点

だらけであることも知りません。そのような関係が私たちを永遠の幸福に導くことはできま



せんが、その関係が主とのあいだで築かれれば、物質の肉体を終えたあとに崇高な世界に移

され、私たちが望んでいた主との永遠の関係を築くことができます。ですから、主を夫とし

て迎えた女性たちは俗界の生命体ではなく、崇高な妻として主と永遠の絆を持っており、献

愛奉仕を完成させたことで到達した境地にいるのです。それがこの女性たちの特質でした。

主は至高善、最高人格主神です。条件づけられた魂は、どのような場所でも――地球はもち

ろん宇宙のほかの惑星でも――永遠の幸福を求めていますが、それは、精神的火花は神の創

造世界のどこにでも⾏けるからです。しかし、物質自然の様式に条件づけられているため、

宇宙船に乗って宇宙を移動しようとしても目指す星に到達することはできません。重⼒の法

則が、囚人の足かせのようにその飛⾏士を縛りつけているのです。別の方法を使えばどこに

でも⾏けるのですが、たとえ頂点の惑星に達したとしても、幾生涯をかけて探しもとめてい

る永遠の幸福は得られません。しかし迷いから覚めれば、ブラフマンの幸福を求めるように

なります。その幸福がいままで探していた、しかも物質界ではぜったいに見つからない無限

の幸福であることに気づくからです。ですからもちろん、至高の生物パラブラフマン

（Parabrahman）が物質界で幸福を求めることはありません。また主が説いている幸福の

環境は物質界にあるはずがありません。主は非人格ではありません。主は無数の生命体の指

導者､そして至高の生物ですから、姿がないわけがありません。私たちと同じ存在であり、

個々の生命体にある性質をすべて完全にそなえています。私たちと同じように結婚しますが、

その結婚は､私たちが条件づけられた状態で体験しているような通俗でも制約されたもので

もありません。ですから、主の妻たちはふつうの女性たちに見えても､じつはだれもが解脱

を達成した超越的な魂たちであり、内的⼒の完璧な現われなのです。 

 

第３６節第３６節第３６節第３６節 

 

oÕaMa>aaviPaéuNaaMal/vLGauhaSa‚ 
v]q@avl/aek-iNahTaae MadNaae_iPa YaaSaaMa( ) 

SaMMauù caPaMaJahaTPa[MadaetaMaaSTaa 
YaSYaeiNd]Ya& ivMaiQaTau& ku-hkE-NaR Xaeku-"  )) 36 )) 

 
ウッダーマ・バハーヴァ・ピシュナーマラ・ヴァルグ・ハーサ・ 

uddäma-bhäva-piçunämala-valgu-häsa- 
 

ヴリーダーヴァローカ・ニハトー マダノー ピ ヤーサーンム 

vréòävaloka-nihato madano 'pi yäsäm 
 

サンムヒャ チャーパンム アジャハートゥ プラマドーッタマース ター 

sammuhya cäpam ajahät pramadottamäs tä 
 

ヤッシェーンドゥリヤンム ヴィマテヒィトゥンム クハカイル ナ シェークフ 

yasyendriyaà vimathituà kuhakair na çekuù 



uddäma— 非 常 に 荘 厳 な ; bhäva— 表 情 ; piçuna— 心 が 高 鳴 る ; amala— 無 垢 な ; 

valgu-häsa—美しい微笑み ; vréòa—目尻 ; avaloka—見ている ; nihataù—打ち負かす ; 

madanaù—天使（あるいはアマダナ・amadana ――非常に忍耐強いシヴァ; api—もまた; 

yäsäm—〜である者; sammuhya—〜に打ち負かされて; cäpam—弓; ajahät—捨て去った; 

pramada—〜を高揚させる女性; uttamäù—高い段階の; tä—すべて; yasya—〜である; 

indriyam—諸感覚; vimathitum—混乱させること; kuhakaiù—魔法のような手段で; na—

決してない; çekuù—出来た。 
 

女王たちの美しい微笑みとひそやかなまなざしは純粋無垢で、男性の胸をときめかせはす

るものの、天使が弓を捨ててしまうほどの魅⼒で天使を打ち負かすことはできるものの、忍

耐強いシヴァでさえとりこにすることはできても、さらには女王たちの幻惑させる⼒や魅⼒

を駆使しても、主の感覚を刺激することはできなかった。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

救われる道、すなわち神のもとに帰る修⾏の道では、女性とのつきあいはつねに禁じられ

ており、また完全なサナータナ・ダルマ（sanätana-dharma）、あるいはヴァルナーシュ

ラマ・ダルマ（varëäçrama-dharma）の制度では、女性との交わりは禁止・制限されてい

ます。だとしたら、16,000人以上の妻をめとったという最高人格主神をそのまま受けいれ

ることができるだろうか――これは、至高主の超越的な気質を知ろうとする探求心ある人々

の正直な質問です。そのような質問に答えるために、ナイミシャーラニャの聖者たちは、こ

の節と次につづく節で主の超越的な気質について話しあっています。この節で明確なことは、

天使や、だれよりも忍耐心のある主シヴァをも克服できる女性の魅⼒でさえ、主の感覚は征

服できない、ということです。天使がするのは、俗な情欲を高めることです。全宇宙がその

天使の矢に刺激されて動いています。世界の活動は、男女間の魅⼒が中心になっておこなわ

れています。男性は自分の好みに応じた女性を求め、女性は自分にふさわしい男性を探して

います。物質的な刺激はそのようにして発生します。そして男性が女性と結ばれたときから、

生命体の物質的束縛は性的関係をとおして堅く結ばれ、その結果として、楽しい家庭、国、

子孫、社会、友人関係、財産の蓄積などに対する魅⼒が幻の活動の場となり、こうして偽り

の、しかし同時に苦しみだらけの一時的物質存在に対する飽くことのない魅⼒が作りだされ

ます。ですから、ふるさとへ、神のもとへ帰る救いの道を歩く人々に、物質的魅⼒という環

境に囚われないようあらゆる経典の教えがしめされています。そして、それはマハートマー

という主の献愛者との交流だけが可能にしてくれるものです。天使は生命体たちに矢を放ち、

その二人が美しかろうが美しくなかろうが、異性を強く求めるよう仕向けます。天使の誘惑

は、文化人からすれば醜い姿を持つ動物社会のなかでさえも変わることなくつづけられてい



ます。このように、天使の⼒はもっとも醜い生物たちのあいだでさえ表わされるのですから、

完璧な美しさをそなえた生命体のあいだにあることは言うまでもありません。もっとも忍耐

強いとされる主シヴァでさえ、主のモーヒニー（Mohiné）の化身に心を奪われたために天

使の矢を浴び、自分が誘惑に負けたことを認めました。しかしその天使でさえ、幸運の女神

の品格ある、そしてまた魅惑的なふるまいに惑わされ、失敗して弓と矢を捨てます。それが

主クリシュナの女王たちの美しさと魅⼒です。しかしそのかのじょたちでも、主の超越的な

感覚を乱すことはできませんでした。これは、主があらゆる面で完璧なアートゥマーラーマ

（ätmäräma）という自己充足した方だからです。主は、自ら満足するのにだれかに助けて

もらう必要はありません。ですから、女王たちは女性的魅⼒では主を満足させることはでき

なかったものの、誠実な愛情と奉仕によって主を満足させることができました。純粋無垢で、

崇高な愛情奉仕だけが主を満足させることができるのであり、そして主も、かのじょたちの

愛情奉仕に喜んで応えようとします。主は、妻たちの無垢な奉仕だけに満足し、情熱的な夫

のようにその奉仕に応えます。さもなくば、これほど多くの妻の夫になる必要はどこにもあ

りません。主はだれにとっても夫ですが、主をそのように受けいれる人に、主は応えます。

主に対するこのような無垢な愛情は俗な欲情とは比較にもなりません。純粋で超越的な境地

なのです。そして女王たちが自然な女性らしさから気品あふれるふるまいをとったこともや

はり超越的です。その感情が超越的な法悦の心から表わされたものだからです。先の節です

でに説明されましたが、主は一見ありきたりの夫に見えても、じつは、主の妻との関係は超

越的で、純粋で、そして物質自然の様式には穢されていませんでした。 

 

第３７節第３７節第３７節第３７節 

 

TaMaYa& MaNYaTae l/aek-ae ùSa(r)MaiPa Sai(r)NaMa(   ) 
AaTMaaEPaMYaeNa MaNauJa& VYaaPa*<vaNa& YaTaae_buDa" )) 37 )) 

 
タンム アヤンム マニャテー ローコー 

tam ayaà manyate loko 
 

ヒ アサンガンム アピ サンギナンム 

hy asaìgam api saìginam 
 

アートゥマウパミェーナ マヌジャンム 

ätmaupamyena manujaà 
 

ヴャープリンヴァーナンム ヤトー ブダハハ 

vyäpåëvänaà yato 'budhaù 
 

tam—主クリシュナに対して; ayam—これらすべて（凡人）; manyate—心のなかで推測

する; lokaù—条件づけられた魂; hi—確かに; asaìgam—執着していない; api—〜にかかわ



らず ; saìginam—影響を受けて ; ätma—自己 ; aupamyena—自己との比較によって ; 

manujam—一般の人々; vyäpåëvänam—〜に従事して; yataù—なぜなら; abudhaù—無知

ゆえの愚かさ。 
 

物質主義的で、条件づけられた一般の魂たちは、主を自分たちと同じ人間のひとりである

と勝手に考えている。無知なために、主は物質の影響をうける、と考える。じっさいはそう

ではないのに。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

Abudhaù（アブダハハ）という言葉はこの節で重要な意味があります。愚かで俗な論争者は、

無知ゆえに至高主を誤解し、何も知らない人々のあいだで愚かな推論を言いひろめています。

至高の主シュリー・クリシュナは根源の人格主神であり、降誕して人々のまえに姿を見せて

いたとき、神としての完全かつ神聖な⼒をあらゆる活動をとおしてしめしました。『シュリ

ーマド・バーガヴァタム』の最初の節で説明したように、主は望むことを思いどおりにでき

るのですが、その⾏動すべてが至福と知識と永遠性に満たされていました。『バガヴァッド・

ギーター』やウパニシャッドで確証されている主の知識と至福に満ちた永遠な姿を知らない

おろかな俗人だけが、主を誤解します。主のさまざまな⼒は自然順序という完璧な計画のな

かで実現され、主はその⼒の代表者をとおしてすべてをなすことで、永遠に、完璧に自立し

た人物としていつづけます。主はさまざまな生命体に対するいわれのない慈悲心から､自ら

の⼒をとおして物質界に降誕します。自然の物質様式という条件にはいっさい影響されませ

んし、本来の姿で降誕します。心で推測する人々は至高の人物である主を誤解し、説明不可

能なブラフマンとして存在する非人格的姿がすべてである、と考えます。そのような考え方

も条件づけられた生活から作りだされるものです。自分の能⼒の範囲を出られないからです。

ですから、俗人だけが主を自分の限られた能⼒で判断しようとします。そのような人は、人

格主神が物質自然の様式に決して影響されないことを確信することができません。太陽がい

ついかなるときでも伝染性の物質に影響されないことを理解できないのと同じです。推論者

は、自分が経験した知識という基準と比較してすべてを理解しようとします。そのためかれ

らは、主も物質に縛られている俗人のように⾏動するのだから、自分たちと同じ人間である

と考えます。主が16,000人、あるいはそれ以上の女性とすぐに結婚できるという事実をよ

く考えもせずに。このような人々は、貧弱な知識ゆえに物事の一面だけを受けいれて、別の

面を受けいれようとはしません。これは、ただ無知のために自分なりの結論に従って主クリ

シュナを自分と同類のように考えている、ということであり、それは『シュリーマド・バー

ガヴァタム』の見解からすれば、ばかげており、また信頼できるものではありません。 

 



第３８節第３８節第３８節第３８節 

 

WTadqXaNaMaqXaSYa Pa[k*-iTaSQaae_iPa Tad(Gau<aE" ) 
Na YauJYaTae SadaTMaSQaEYaRQaa buiÖSTadaé[Yaa )) 38 )) 

 
エータドゥ イーシャナンム イーシャッシャ 

etad éçanam éçasya 
 

プラクリティ・ストホー ピ タドゥ・グナイヒ 

prakåti-stho 'pi tad-guëaiù 
 

ナ ユッジャテー サダートゥマ・スタハイル 

na yujyate sadätma-sthair 
 

ヤタハー ブッデヒィス タドゥ・アーシュラヤー 

yathä buddhis tad-äçrayä 
 

etat—これ; éçanam—神性; éçasya—人格主神の; prakåti-sthaù—物質自然界と接触して; 

api—〜にもかかわらず; tat-guëaiù—その質によって; na—決して〜ない; yujyate—影響

を受ける; sadä ätma-sthaiù—永遠性にいる人々によって; yathä—そのままで; buddhiù—

知性; tat—主; äçrayä—〜の保護下にいる人々。 
 

これが人格主神の持つ神聖な特質である。主は物質自然界とかかわっていても、その質に

は影響されない。同じように、主に身をゆだねた献愛者も物質の影響は受けない。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

ヴェーダとヴェーダ文献（シュルティとスムリティ）では、神のうちに物質的な特性は一

切ない、と言われています。主はまったく超越的（ニルグナ・nirguëa）であり、すべてを

認識する至高の人物です。ハリ（Hari）・人格主神は、物質的欠陥の範囲を超えた境地に

いる至高かつ超越的人物です。この言葉は、アーチャーリャ・シャンカラさえ確証していま

す。「主と幸運の女神の関係は確かに超越的かもしれない、しかし、主が誕生したヤドゥ王

家との関係、あるいはジャラーサンダとか物質自然の様式に直接かかわっている他のアスラ

たちとの関係はどうなのか」と反論する人もいるでしょう。その質問に対し、「人格主神の

神性さは、どのような状況にあっても物質自然の質とはまったくかかわりがない」と答える

ことができます。主はじっさいにそのような質と接触します、しかし万物の究極の源である

主はそのような質の動きを超えています。そのため主はヨーゲーシュヴァラ（Yogeçvara）

「神秘的⼒の主」という名前で知られていますが、それはあらゆる⼒を持つという意味も含

まれています。主の博識な献愛者たちも物質自然の様式の影響を受けません。ヴリンダーヴ

ァンの偉大な６人のゴースヴァーミーはひじょうに裕福で高貴な家族の生まれで、修⾏僧の



生活をはじめたとき、見かけはみじめな生活をしているように見えましたが、じつは精神的

な価値をすべてそなえていました。そのようなマハー・バーガヴァタ（mahä-bhägavata）・

一流の献愛者は、人々にまじって活動していても、名誉や侮辱、飢えや満足、眠りや弱さと

いった物質自然の三様式の結果としてあらわれるに気質に穢されることはありません。同じ

ように、なかには世俗的な交流にかかわっている献愛者もいますが、その影響を受けている

わけではありません。このようなバランスのとれた生活ができなければ、超越性に位置され

ているとはいえません。神と神の交流者はおなじ超越的境地にあり、両者の栄光はいつでも

ヨーガマーヤー（yogamäyä）という主の内なる⼒の動きによって神聖になっています。主

の献愛者は、ときには堕落した振る舞いをしているように見えてもいつでも超越的です。主

は『バガヴァッド・ギーター』（第９章・第30節）で、純粋無垢な献愛者は過去の物質的

穢れのために堕落したとしても、なおかつ、完全に超越的な境地にあるとされています。そ

れは、主への献愛奉仕に100パーセント打ちこんでいるからです。主は、主への奉仕にいつ

も励んでいる献愛者をいつも守り、堕落した状態に陥っても、それは不慮のできごと、ある

いは一過性のものと判断されます。すぐに消えさっていくものなのです。 

 

第３９節第３９節第３９節第３９節 

 

Ta& MaeiNare_bl/a MaU!a" ñE<a& caNauv]Ta& rh" ) 
APa[Maa<aivdae >aTauRrqìr& MaTaYaae YaQaa     )) 39 )) 

 
タンム メーニレー バラー ムーダハーハ 

taà menire 'balä müòhäù 
 

ストゥライナンム チャーヌヴラタンム ラハハ 

straiëaà cänuvrataà rahaù 
 

アプラマーナ・ヴィドー バハルトゥル 

apramäëa-vido bhartur 
 

イーシュヴァランム マタヨー ヤタハー 

éçvaraà matayo yathä 
 

tam—主シュリー・クリシュナに; menire—それを当然のことと考えた; abaläù—優雅な; 

müòhäù—純真さゆえに; straiëam—妻に支配される者; ca—もまた; anuvratam—従者; 

rahaù—孤立した場所; apramäëa-vidaù—広大な栄光に気づいていない; bhartuù—自分た

ちの夫; éçvaram—最高の支配者; matayaù—論題; yathä—ありのままの。 
 

純真でしとやかなかのじょたちは、夫である主シュリー・クリシュナが自分たちに従い、

そして支配されているものと考えていた。主が至高の支配者であることを無神論者が知らな

いように、夫の果てしない栄光を知らなかったのである。 



 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

主シュリー・クリシュナの超越的な妻たちでさえ、主のはかりしれない栄光を知りつくし

てはいませんでした。しかしこの無知は俗なものではありません、なぜなら主と主の永遠な

交流者が交わす感情には、主の内なる⼒が働いているからです。主は、所有者、主人、友人、

息子、愛人という５種類の超越的関係をとおして献愛者と気持ちを交わし、それぞれの娯楽

においてヨーガマーヤー（yogamäyä）・内なる⼒をとおして自らを完全にしめします。主

は、同等の立場にいるひとりの友だちとして牛飼いの男の子たちと遊び、あるいはアルジュ

ナのような友人と⾏動します。ヤショーダーマーターのいるまえではその愛息のように、ま

た牛飼いの乙女たちのまえではまさに恋人のように、そしてドゥヴァーラカーの女王たちの

まえでは夫のようにふるまいます。主のそのような献愛者たちは、主を至高主とは決して考

えてはおらず、あたかもふつうの友人として、愛息として、あるいは恋人、夫、そして身も

心も捧げた相手のように考えています。それが主と、そして無数のヴァイクンタ惑星で満た

された精神界で主の交流者として交わっている超越的な献愛者たちの関係です。主が降誕す

るときは、超越的世界の全貌をしめすために現われます。その世界には、主の創造界を支配

しようという俗な感情はなく、主への純粋な愛情と献身だけが広がっています。主のそのよ

うな献愛者はすべて、外的な⼒に左右されない中間あるいは内なる⼒を完璧に表わしている

自由な魂たちです。主クリシュナの妻たちは、主の内なる⼒のために主の計りしれない栄光

を忘れています。そうすることで感情の交換が妨げられないように、また妻たちが主のこと

を、だれもいないところでは自分の言うとおりになる夫と考えるように。言いかえると、主

と身近に交流している献愛者でも、主のことを完全には知らないということですから、評論

家や推論家に主の崇高な栄光がわかるものでしょうか。推論者は、主が創造の原因であるこ

と、創造の材料を提供していること、創造の物質的・卓越した原因である、などとさまざま

な理論を展開しますが、どれも主に関する部分的知識にすぎません。じつは、かれらも一般

人と同じほど主のことを何も知らないのです。主のことは、主の慈悲があってこそ理解でき

るのであり、ほかの方法ではわかりません。しかし、主の妻たちとのかかわり方は純粋な愛

情と献身にもとづいているため、どの妻も物質的な穢れの一切ない超越的な境地にいるので

す。 
 

これで、バクティヴェーダンタによる『シュリーマド・バーガヴァタム』、第１編・第 11

章、「主クリシュナ、ドゥヴァーラカーに入る」の要旨解説を終了します。」の要旨解説を終了します。」の要旨解説を終了します。」の要旨解説を終了します。 


